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優勝カップを掲げる金炳鍾・在日同胞選手団長（中央）

北
韓
は
９
月
１３
日
に
南
北

高
官
級
協
議
の
代
表
団
報
道

官
名
義
で
ビ
ラ
散
布
を
非
難

し
中
断
を
求
め
る
談
話
を
発

表
。
同
２１
日
か
ら
は
各
種
メ

デ
ィ
ア
を
動
員
し
て
「
ビ
ラ

を
飛
ば
せ
ば
原
点
を
焦
土
化

す
る
」
と
公
言
し
て
き
た
。

し
か
し
、
１０
月
４
日
、
ア

ジ
ア
大
会
閉
会
式
に
合
わ
せ

て
、
黄
炳
瑞
軍
総
政
治
局
長

ら
高
位
幹
部
３
人
を
仁
川
に

派
遣
。
韓
国
政
府
が
８
月
に

提
案
し
た
第
２
回
高
官
級
協

議
に
応
じ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
「
１０
月
末
～
１１
月
初

め
の
都
合
の
い
い
頃
に
南
側

が
時
期
を
定
め
て
ほ
し
い
」

と
表
明
し
て
い
た
。

高
射
砲
で
銃
撃
も

そ
の
６
日
後
、
北
韓
は
韓

国
の
民
間
団
体
が
京
畿
道
漣

川
の
軍
事
境
界
線
付
近
で
飛

ば
し
た
ビ
ラ
付
き
の
大
型
風

船
に
向
け
て
銃
撃
を
行
い
、

こ
の
う
ち
２
発
が
京
畿
道
漣

川
郡
の
退
避
所
に
着
弾
し

た
。
翌
１１
日
に
は
対
南
宣
伝

用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
わ
が
民

族
同
士
」
で
「
尊
厳
と
体
制

を
中
傷
冒
涜
す
る
ビ
ラ
散
布

に
よ
り
北
南
が
合
意
し
た
第

２
回
高
官
級
接
触
が
水
泡
に

帰
し
た
」
と
主
張
し
た
。

１２
日
付
の
「
労
働
新
聞
」

で
は
「
首
謀
者
は
ほ
か
で
も

な
く
南
朝
鮮
当
局
だ
。
か
い

ら
い
輩
党
の
処
置
の
た
め
に

北
南
関
係
が
破
局
に
陥
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
予
定
さ
れ
て
い
た
高
位

級
接
触
も
水
の
泡
に
な
っ
た

も
同
然
だ
」
と
非
難
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
韓
国
政

府
は
、
脱
北
者
団
体
な
ど
の

北
韓
向
け
ビ
ラ
散
布
が
憲
法

上
の
表
現
の
自
由
の
領
域
に

属
す
と
し
、
規
制
す
る
法
的

根
拠
が
な
い
と
い
う
立
場
を

繰
り
返
し
明
ら
か
に
し
て
き

た
。柳

吉
在
統
一
部
長
官
は
２４

日
の
国
会
外
交
統
一
委
員
会

の
国
政
監
査
で
、
「
北
韓
へ

の
ビ
ラ
散
布
は
憲
法
が
定
め

る
表
現
の
自
由
を
行
使
し
て

い
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の

政
府
の
基
本
的
な
立
場
を
変

え
る
こ
と
は
な
い
」
と
説
明

し
た
。

だ
が
、
北
側
は
継
続
し
て

風
船
ビ
ラ
取
り
締
ま
り
を
対

話
の
前
提
条
件
と
し
て
要

求
。
２４
日
に
朝
鮮
中
央
通
信

を
通
じ
「
祖
国
統
一
研
究
院

白
書
」
を
発
表
し
、
「
あ
ら

ゆ
る
虚
偽
と
捏
造
で
わ
れ
わ

れ
の
最
高
尊
厳
と
体
制
を
冒

涜
、
中
傷
す
る
の
は
事
実
上

の
宣
戦
布
告
だ
」
と
主
張
。

２９
日
に
は
国
防
委
員
会
書

記
室
が
、
青
瓦
台
国
家
安
保

室
宛
の
電
話
通
知
文
で
「
南

側
が
『
法
的
根
拠
が
な
い
』

と
い
う
理
由
で
ビ
ラ
散
布
を

放
置
し
て
い
る
」
と
非
難
。

結
局
、
第
２
回
高
官
級
協
議

の
３０
日
開
催
を
拒
否
し
た
。

韓
国
政
府
は
、
ビ
ラ
を
散

布
す
る
市
民
団
体
と
、
安
全

上
の
問
題
か
ら
こ
れ
を
阻
も

う
と
す
る
地
元
住
民
ら
が
対

立
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
ビ
ラ
散
布
団
体
に
自
制

を
呼
び
か
け
て
き
た
が
、
鄭

原
国
務
総
理
は
３
日
の
国

会
答
弁
で
、
「
適
切
な
措
置

を
取
り
（
対
立
を
）
防
ぐ
よ

う
に
す
る
」
と
の
考
え
を
改

め
て
示
し
て
い
る
。

統
一
部
に
よ
る
と
「
民
間

団
体
の
ビ
ラ
散
布
は
韓
国
の

体
制
の
特
性
上
、
政
府
が
こ

れ
を
統
制
で
き
る
事
案
で
は

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
今

年
２
月
の
南
北
高
官
級
協
議

を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

に
北
側
に
伝
え
て
き
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
北

側
が
激
し
く
反
発
、
中
止
を

迫
っ
て
い
る
の
は
、
閉
鎖
さ

れ
た
北
韓
内
部
に
、
不
都
合

な
情
報
、
特
に
金
日
成
・
金

正
日
・
金
正
恩
ら
「
最
高
尊

厳
」に
関
す
る
否
定
的
・
批
判

的
な
情
報
が
流
入
し
、
住
民

に
知
ら
れ
広
が
る
こ
と
を
極

端
に
恐
れ
て
い
る
た
め
だ
。

現
在
、
北
韓
で
は
、
昨
年

１２
月
に
処
刑
し
た
張
成
沢
・

元
国
防
副
委
員
長
の
残
存
勢

力
に
対
す
る
第
２
段
階
の
粛

清
が
継
続
し
て
い
る
。
粛
清

の
対
象
と
し
て
１２
万
人
が
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
、
中
堅
以

上
の
幹
部
た
ち
は
戦
々
恐
々

と
し
て
い
る
と
い
う
。
恐
怖

政
治
は
党
幹
部
だ
け
で
な
く

一
般
住
民
に
も
及
ん
で
い

る
。
ち
な
み
に
、
韓
国
・
国

家
情
報
院
は
、
最
近
与
野
党

情
報
委
員
会
幹
事
ら
に
「
北

韓
当
局
が
公
開
処
刑
を
拡
大

し
て
、
政
治
犯
収
容
所
も
拡

張
し
て
い
る
」と
報
告
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
情
報
の

流
出
に
は
異
常
な
ほ
ど
ま
で

に
神
経
を
尖
ら
せ
て
お
り
、

脱
北
者
に
は
容
赦
の
な
い
処

罰
が
課
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
射
殺
し
て
も
か
ま
わ
な

い
と
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

外
交
部
は
１０
月
２８
日
発
刊

の
「
２
０
１
４
年
版
外
交
白

書
」
で
、
北
韓
で
は
権
力
層

内
部
の
動
揺
と
民
心
離
反
が

広
が
っ
て
い
る
と
分
析
、
金

正
恩
体
制
に
つ
い
て
、
「
無

分
別
な
恐
怖
政
治
の
行
使
に

よ
り
権
力
内
部
の
脆
弱
性
が

深
刻
化
し
、
中
長
期
的
に
体

制
の
不
安
定
性
が
一
層
増
大

す
る
」
と
推
測
し
て
い
る
。

ビ
ラ
は
心
理
戦
手
段
と
し

て
、
南
北
と
も
に
長
い
間
相

手
地
域
に
向
か
っ
て
散
布
し

て
き
た
。
だ
が
、
現
在
は
北

韓
の
ビ
ラ
が
韓
国
社
会
に
格

別
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
に
対
し
て
、
対

北
ビ
ラ
は
、
南
北
比
較
等
を

通
し
て
南
側
の
体
制
優
越
性

を
紹
介
す
る
内
容
に
加
え
、

金
一
家
の
私
生
活
の
暴
露
な

ど
「
最
高
尊
厳
」
に
触
れ
る

内
容
か
ら
し
て
、
北
住
民
へ

の
影
響
に
は
少
な
く
な
い
も

の
が
あ
る
と
い
う
。

脱
北
者
の
多
く
は
、
韓
国

か
ら
飛
ば
さ
れ
た
ビ
ラ
や
中

国
を
経
由
し
て
入
っ
て
き
た

南
北
関
係
や
韓
国
に
関
す
る

情
報
な
ど
を
通
じ
て
、
６
・

２５
韓
国
戦
争
が
北
韓
に
よ
る

南
侵
だ
っ
た
事
実
を
初
め
て

知
り
、
金
日
成
王
朝
の
実
態

・
虚
構
性
や
、
韓
国
の
発
展

の
様
子
も
知
る
こ
と
が
で
き

た
と
語
っ
て
い
る
。

２
０
０
４
年
６
月
、
南
北

は
「
相
互
誹
謗
中
断
」
に
合

意
し
た
。
そ
の
後
、
韓
国
軍

や
情
報
機
関
の
対
北
ビ
ラ
散

布
は
中
止
さ
れ
た
が
、
脱
北

者
団
体
な
ど
民
間
団
体
に
よ

っ
て
ビ
ラ
散
布
が
行
わ
れ
て

い
る
。

毎
年
２
０
０
万
か
ら
３
０

０
万
枚
の
ビ
ニ
ー
ル
製
の
ビ

ラ
を
水
素
ガ
ス
で
ふ
く
ら
ま

せ
た
１２
～
１５
�
の
大
型
の
ビ

ニ
ー
ル
風
船
に
つ
る
し
、
南

北
非
武
装
地
帯
の
近
く
か
ら

北
に
向
け
て
飛
ば
し
て
い

る
。
即
席
麺
、
チ
ョ
パ
イ
な

ど
に
加
え
て
０８
年
か
ら
は
米

国
ド
ル
紙
幣
や
中
国
人
民

元
、
北
韓
の
５
０
０
０
�
紙

幣
、
韓
国
の
ド
ラ
マ
・
映
画

・
歌
謡
な
ど
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
同

封
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

監
視
統
制
を
強
化

外
か
ら
の
情
報
、
特
に
不

都
合
な
情
報
を
厳
し
く
禁
じ

て
い
る
北
韓
当
局
は
、
住
民

ら
に
対
し
て
は
ビ
ラ
を
自
ら

拾
わ
ず
に
落
下
し
た
場
所
を

国
家
安
全
保
衛
部
な
ど
に
届

け
出
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。
張
成
沢
残
存
勢
力
へ
の

大
規
模
な
粛
清
が
続
く
な

か
、
住
民
へ
の
監
視
統
制
体

制
を
さ
ら
に
強
め
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
外
部
か
ら
の

ビ
ラ
の
散
布
に
敏
感
に
反
応

し
、
「
わ
れ
わ
れ
の
最
高
尊

厳
と
体
制
を
冒
涜
、
中
傷
す

る
の
は
事
実
上
の
宣
戦
布
告

だ
」
と
恫
喝
、
即
時
中
止
を

激
し
い
調
子
で
要
求
。
そ
の

一
方
で
、
韓
国
の
元
首
で
あ

る
朴
槿
恵
大
統
領
を
呼
び
す

て
で
非
難
し
、
「
対
等
な
対

話
の
相
手
」
で
あ
る
朴
槿
恵

大
統
領
・
政
府
に
対
し
て
、

い
ま
だ
に「
か
い
ら
い
輩
党
」

な
ど
と
冒
涜
、
誹
謗
す
る
こ

と
を
や
め
て
い
な
い
。

南
北
間
で
「
１０
月
末
か
ら
１１
月
初
め
ま
で
に
開
催
」
す
る
こ
と
で
合
意
を
見
て
い
た
、
朴
槿
恵
政
府
で
２
回
目
と
な

る
南
北
高
官
級
協
議
が
霧
散
し
た
。
韓
国
は
１０
月
１３
日
に
、
同
協
議
の
３０
日
開
催
を
提
案
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

北
側
は
韓
国
の
脱
北
者
団
体
ら
に
よ
る
北
韓
体
制
を
批
判
す
る
風
船
ビ
ラ
散
布
の
中
止
を
高
官
級
協
議
の
前
提
条
件
に

挙
げ
、
白
紙
化
し
た
か
ら
だ
。
北
韓
は
、
風
船
ビ
ラ
に
向
け
て
高
射
砲
１０
余
発
を
撃
ち
、
韓
国
軍
の
対
応
射
撃
を
招
い

た
こ
と
も
あ
る
。
南
北
高
官
合
意
を
破
り
、
し
か
も
対
南
挑
発
・
威
嚇
を
強
め
て
ま
で
風
船
ビ
ラ
散
布
の
取
り
締
ま
り

を
韓
国
側
に
執
拗
に
迫
っ
て
い
る
。

済
州
国
体

「
一
つ
に
な
っ
た
力
、
広

げ
た
夢
、耽
羅
か
ら
未
来
へ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
第
９５

回
韓
国
国
体
・
済
州
大
会
は

３
日
、
１０
月
２８
日
か
ら
繰
り

広
げ
て
い
た
熱
戦
を
す
べ
て

終
え
閉
幕
し
た
。

在
日
同
胞
選
手
団
（
金
炳

鍾
選
手
団
長
）
は
国
内
種
目

の
水
泳
を
含
め
、
金
１４
、
銀

５
、
銅
５
の
合
わ
せ
て
２４
個

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
２０
カ
国

に
よ
る
海
外
同
胞
の
部
で
３

年
連
続
の
総
合
優
勝
を
果
た

し
た
。
２
位
は
金
メ
ダ
ル
１０

個
の
在
中
国
同
胞
（
銀
４
、

銅
４
）
、
３
位
は
在
豪
州
同

胞
（
金
１
、
銀
３
、
銅
１
）

だ
っ
た
。（
４
面
に
詳
報
）

来
年
は
江
原
道
で
開
催
。

首脳会談前にアレクサンダー・オランダ国王と
握手する朴槿恵大統領

京畿道坡州市の「統一の丘」駐車場
で対北ビラ散布を準備する脱北者団
体「自由北韓運動連盟」（１０月１０日）

「道徳」特別教科化とヘイトＳ
「中央教育審議会」は小中学校で「道徳」を

「特別の教科」に格上げ、数値ではなく記述式
で評価することなどを答申した。 （３面）

新連載「読みた
いウリ絵本」
筆者のキム・ファンさん

は在日の絵本・児童文学作
家。作品に「サクラ―日本
から韓国に渡ったゾウたち
の物語」など。

（６面）

朴
槿
恵
大
統
領
は
３
日
、

韓
国
を
国
賓
訪
問
中
の
オ
ラ

ン
ダ
の
ウ
ィ
レ
ム
・
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
国
王
と
青
瓦
台
で

会
談
し
た
席
で
、
韓
日
関
係

に
つ
い
て
「
韓
国
と
日
本
は

東
北
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄

の
実
現
に
向
け
努
力
す
べ
き

同
伴
者
だ
。
た
だ
、
歴
史
問

題
の
認
識
、
特
に
（
旧
日
本

軍
の
）
慰
安
婦
問
題
が
懸
案

と
な
っ
て
お
り
、
解
決
の
た

め
に
努
力
し
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

青
瓦
台
に
よ
る
と
、
東
北

ア
ジ
ア
諸
国
間
の
関
係
お
よ

び
韓
中
日
３
カ
国
の
関
係
発

展
へ
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

の
寄
与
方
案
に
関
す
る
オ
ラ

ン
ダ
側
の
質
問
に
答
え
た
も

の
。
朴
大
統
領
は
「
東
北
ア

ジ
ア
の
平
和
協
力
構
想
の
た

め
に
、
原
子
力
、
災
害
救
助
、

気
候
変
化
な
ど
の
面
で
（
韓

中
日
の
）
協
力
が
可
能
だ
と

思
う
」
と
も
述
べ
た
。

１
９
６
１
年
の
国
交
樹
立

後
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
家
元
首

が
韓
国
を
国
賓
訪
問
し
た
の

は
今
回
が
初
め
て
。

訪
韓
前
に
日
本
を
国
賓
訪

問
し
た
国
王
は
１０
月
２９
日
、

天
皇
・
皇
后
主
催
の
宮
中
晩

さ
ん
会
で
、
第
２
次
世
界
大

戦
当
時
日
本
軍
に
自
国
民
が

抑
留
さ
れ
た
歴
史
に
言
及
、

「
オ
ラ
ン
ダ
国
民
や
兵
士
が

体
験
し
た
こ
と
は
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
戦
争
の
傷

跡
は
今
も
多
く
の
人
の
人
生

に
陰
を
落
と
し
犠
牲
者
の
悲

し
み
は
続
い
て
い
る
」
と
語

っ
た
。

マ
ー
ク
・
リ
パ
ー
ト
新
任

駐
韓
米
大
使
が
１０
月
３０
日
、

赴
任
す
る
た
め
韓
国
入
り
し

た
。
記
者
会
見
で
「
韓
米
関

係
は
非
常
に
大
切
で
特
別
な

パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
だ
。
こ
の

関
係
は
共
同
の
犠
牲
、
価
値

観
、
歴
史
そ
し
て
文
化
に
対

す
る
深
い
尊
重
を
基
盤
と
し

て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

北
韓
の
核
問
題
に
つ
い
て

は
、
「
米
国
は
北
韓
の
威
嚇

を
真
剣
か
つ
深
刻
に
受
け
止

め
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
完

全
か
つ
検
証
可
能
な
非
核
化

の
た
め
信
じ
ら
れ
る
交
渉
を

す
る
と
い
う
の
が
公
式
な
立

場
」
と
明
ら
か
に
し
た
。

リ
パ
ー
ト
大
使
は
４１
歳
、

歴
代
駐
韓
米
大
使
で
最
年

少
。
オ
バ
マ
大
統
領
の
外
交

政
策
で
の
側
近
と
し
て
知
ら

れ
る
。

「
韓
米
は
特
別
な
関
係
」

リ
パ
ー
ト
新
駐
韓
大
使
強
調

「
慰
安
婦
」解
決
へ
努
力

朴
大
統
領

オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
問
い
に

北
韓
「
南
北
高
官
協
議
」
を
白
紙
化

「
張
粛
清
」
余
波

極
端
に
恐
れ
る

「
最
高
尊
厳
中
傷
は
宣
戦
布
石
」

中心は脱北者関連団体

紙幣、ＤＶＤ、即席麺も

ビ
ラ
散
布

海海外外のの部部 在在日日がが３３連連覇覇

「「風風船船ビビララ」」封封じじにに躍躍起起
（毎週水曜日発行）週 刊２０１４年１１月５日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）

次
号
は
１１
月
１２
日
付

第２７９３号（１）

今号の読みどころ
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◆小中高の長期休業、学校ごと実施

教育部は３日、夏休みなど長期休

業の時期や期間を学校ごとに自由に

決める「自主長期休業制」を来年か

ら導入することを決めた。また、京

畿道に続きソウル市でも来年から

「９時登校制」を実施する。これに

より小中高校生を抱える家庭の生活

パターンが変わりそうだ。

◆キューバで大人気の韓流ドラマ

キューバで韓流旋風が巻き起こっ

ている。火をつけたのは、昨年４月

から放映されたドラマ「内助の女王

（僕の妻は

スーパーウ

ーマン）」。

主人公のソ

ン・ウソン

がハバナで

行ったサイ

ン会は長蛇

の列となっ

た�写真。その後、「お嬢さまをお

願い」「シークレット・ガーデン」

などが続いて放映され、今月からは

「大長今（宮廷女官チャングムの誓

い）」が始まる。

◆外国人の８割「韓国旅行は安全」

韓国観光公社の４日発表による

と、７～１０月に訪韓した外国人観光

客７０４人を対象にアンケート調査を

実施した結果、８１．４％が韓国旅行は

安全だと答えた。「南北関係による

不安」を除けば、韓国は他の国より

安全な観光地と認識され、香港・台

湾（７０．５％）、北米（６７．７％）、中国

（３７．５％）を大きく上回った。１位

は日本の８８．６％。

◆ブライダル撮影に中国人１万組

ソウル市江南区のブライダル写真

を撮りに中国からの訪韓者が今年１

年間で１万組を

超えそうだ。関

連業界による

と、２０１２年に大

ヒットしたＰＳ

Ｙ（サイ）の「江

南スタイル」を

契機に、訪韓するカップルが急増し

ている。１泊２日の滞在中、有名芸

能人が利用する美容院やスタジオで

韓国ドラマのヒロインのように変身

する�写真。

◆ニーズ高まり中国語受講生急増

インターネット通販大手の１１番街

が発表した「外国語教材の売上高シ

ェア」（今年１月～１０月２２日）によ

ると、１位は英語の４０％だったが、

前年同期比より１９ポイントも減少し

た。対照的に２位の中国語は同１８ポ

イント増の３３％と急増した。中国語

に堪能な人材を求める企業が増えて

いるため。３位が１８％の日本語で、

続いてスペイン語、ドイツ語、フラ

ンス語の順。

◆新酒「マッコリ・ヌーボー」解禁

「マッコリの日」の１０月３０日、酒

造業界と農林畜産食品部は新米マッ

コリ「マッコリ・ヌーボー」を韓国

と日本（東京）、中国（上海）の３

カ国で同時発売した。あわせてソウ

ルの仁寺洞で、「マッコリ祭り」を

開き、全国８道で造られた新米マッ

コリの試飲会を行った。

◆平昌五輪の広報大使にキム・ヨナ

２０１８年平昌冬季五輪の組織委員会

は４日、６番目の広報大使に女子フ

ィギュアスケート金メダリストのキ

ム・ヨナさんを任命した。キムさんは

「冬季競技のアスリートとして、また

韓国人として五輪成功のため少しで

も役に立てればうれしい」と語った。

◆ゲーム中毒者の治療学校が開校

女性家族部は１０月２７日、全羅北道

の茂朱郡にインターネットやゲーム

の中毒治療学校「国立青少年インタ

ーネット・ドリーム村」を開設した。

これまで短期間の治療キャンプはあ

ったが、常設は初めて。廃校を再利

用した同村は敷地面積８５７３平方�
で、カウンセリングや教育、宿泊施

設を備えている。新世界グループが

１０億�を寄付するなど、多くの企業

が支援している。

登
録
基
準
地
で
初

在
外
同
胞
な
ど
を
含
む
韓

国
籍
の
保
有
者
数
は
世
界
で

５
４
３
４
万
人
で
、
７
年
間

に
１
３
４
万
人
増
え
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
韓
国
法
院
行

政
処
が
１０
月
２７
日
、
家
族
関

係
登
録
簿
上
の
人
口
お
よ
び

新
生
児
数
を
分
析
し
た
結
果

を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
昨
年
の

新
生
児
数
は
４５
万
３
０
０
０

人
で
、
特
別
・
広
域
市
区
の

う
ち
で
は
ソ
ウ
ル
・
松
坡
区

が
最
も
多
か
っ
た
。

家
族
関
係
登
録
簿
は
戸
籍

制
度
の
本
籍
が
廃
止
さ
れ
て

か
ら
導
入
さ
れ
た
。
住
民
登

録
人
口
に
含
ま
れ
な
い
在
外

同
胞
や
住
民
登
録
抹
消
者
な

ど
も
記
録
さ
れ
、
原
則
的
に

韓
国
籍
を
保
有
す
る
、
す
べ

て
の
人
が
登
録
対
象
と
な

る
。１０

月
２３
日

現
在
、
家
族

関
係
登
録
簿

に
記
録
さ
れ
た
人
口
は
合
計

５
４
３
４
万
６
０
０
０
人
で

住
民
登
録
人
口
の
５
１
２
８

万
４
７
７
４
人
（
９
月
３０
日

現
在
）
よ
り
約
３
０
６
万
人

多
い
。
こ
れ
は
住
民
登
録
を

し
て
い
な
い
在
外
同
胞
や
住

民
登
録
抹
消
者
も
含
ま
れ
た

た
め
と
み
ら
れ
る
。

広
域
自
治
体
の
う
ち
家
族

関
係
登
録
簿
上
、
最
も
人
口

が
多
か
っ
た
の
は
ソ
ウ
ル
特

別
市
の
９
７
８
万
３
０
０
０

人
で
、
全
体
の
１８
％
を
占
め

た
。
次
い
で
慶
尚
北
道
（
６

２
６
万
７
０
０
０
人
、
１１
・

５
％
）
、
京
畿
道
（
５
８
６

万
２
０
０
０
人
、１０
・
８
％
）、

慶
尚
南
道
（
５
２
８
万
人
、

９
・
７
％
）の
順
と
な
っ
た
。

ま
た
、
韓
国
国
民
の
４
人

に
１
人
は
、
仕
事
な
ど
を
理

由
に
故
郷
を
離
れ
て
生
活
し

て
お
り
、
特
に
、
慶
尚
北
道
、

全
羅
南
道
出
身
者
の
首
都
圏

・
近
隣
広
域
市
へ
の
進
出
が

顕
著
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。家

族
関
係
登
録
簿
の
登
録

基
準
地
は
、
か
つ
て
戸
主
制

が
存
在
し
て
い
た
こ
ろ
の

「
本
籍
」
と
同
じ
概
念
で
、

こ
れ
を
基
準
と
す
る
人
口
統

計
が
出
て
き
た
の
は
今
回
が

初
め
て
。

登
録
基
準
地
は
、
出
生
時

の
両
親
の
本
籍
に
基
づ
い
て

記
載
さ
れ
、
事
実
上
の
「
故

郷
」
と
な
る
。
し
か
し
、
登

録
基
準
地
は
個
人
が
自
由
に

選
択
・
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
て
の
本
籍
と
は
や

や
異
な
る
。

家
族
関
係
登
録
簿
の
登
録

基
準
地
を
現
在
居
住
し
て
い

る
住
民
登
録
基
準
の
人
口
と

比
較
す
る
と
、
韓
国
の
人
口

分
布
上
、
明
確
に
異
な
る
結

果
が
出
て
く
る
。

住
民
登
録
基
準
で
は
京
畿

道
の
人
口
が
１
２
３
３
万
人

で
最
も
多
く
、
韓
国
の
人
口

の
４
人
に
１
人
が
京
畿
道
に

住
ん
で
い
る
計
算
に
な
る
。

次
い
で
ソ
ウ
ル
（
１
０
１
２

万
人
）
、
釜
山
（
３
５
２
万

人
）
、
慶
尚
南
道
（
３
３
４

万
人
）
の
順
だ
。

進
む
都
市
集
中
化

本
籍
・
故
郷
を

示
す
家
族
関
係
登

録
簿
の
登
録
基
準

地
と
住
民
登
録
基
準
地
の
間

の
人
口
差
は
、
過
去
数
十
年

の
間
に
起
こ
っ
た
都
市
化
が

原
因
で
生
じ
た
。
ソ
ウ
ル
、

釜
山
、
仁
川
な
ど
７
大
特
別

市
・
広
域
市
と
京
畿
道
は
、

家
族
関
係
登
録
簿
上
の
人
口

よ
り
も
住
民
登
録
人
口
の
方

が
多
く
、
他
地
域
の
出
身
者

が
流
入
し
て
い
た
。

一
方
、
他
の
各
道
（
慶
尚

・
全
羅
・
忠
清
・
江
原
・
済

州
）
で
は
、
正
反
対
の
現
象

と
な
っ
て
い
る
。
慶
尚
北
道

な
ど
８
道
の
出
身
者
が
、
故

郷
を
離
れ
て
近
隣
の
広
域
市

や
首
都
圏
な
ど
に
流
出
し
て

お
り
、
そ
の
数
は
１
３
８
０

万
人
に
上
っ
た
。
地
方
出
身

者
が
大
都
市
に
移
動
し
た

り
、
首
都
圏
出
身
者
が
非
首

都
圏
に
移
っ
た
り
す
る
ケ
ー

ス
ま
で
考
慮
す
る
と
、
故
郷

を
離
れ
て
暮
ら
す
人
口
は
さ

ら
に
増
え
て
い
る
可
能
性
が

高
い
。

韓
国
の
伝
統
芸
能
「
農
楽
」
が
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
事
実
上
確
定
し
た
。
文
化
財
庁
の
１０
月
２９
日
発
表
に
よ

る
と
、
韓
国
政
府
が
登
録
を
申
請
し
た
農
楽
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約
政

府
間
委
員
会
傘
下
の
補
助
機
関
か
ら
満
場
一
致
で
「
登
録
勧
告
」
の
判
定
を
受
け
た
と

説
明
し
て
い
る
。

補
助
機
関
で「
登
録
勧
告
」

を
受
け
た
場
合
、
通
常
、
同

年
開
催
さ
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
政

府
間
委
員
会
で
そ
の
ま
ま
登

録
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
韓

国
１７
番
目
の
無
形
文
化
遺
産

と
な
る
見
通
し
だ
。

ユ
ネ
ス
コ
は
同
日
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
審
査
補

助
機
構
の
評
価
を
公
開
。
農

楽
の
開
放
性
・
融
通
性
・
適

応
性
・
伝
播
性
・
再
創
造
性

な
ど
を
幅
広
く
言
及
し
な
が

ら
、
「
活
力
に
あ
ふ
れ
創
意

的
な
農
楽
は
１
年
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
や
目
的
で

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
公

演
が
行
わ
れ
て
い
て
、
公
演

者
と
参
加
者
に
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
提
供
す
る
遺
産
」

と
そ
の
登
録
勧
告
の
理
由
を

説
明
し
た
。

北
韓
内
の
民
謡

「
ア
リ
ラ
ン
」も

ま
た
、
北
韓
が
申
請
し
た

民
謡
「
ア
リ
ラ
ン
」
も
今
回

の
審
査
で
登
録
勧
告
の
判
定

を
受
け
た
。

２
年
前
の
第
７
回
政
府
間

委
員
会
で
、
韓
国
が
申
請
し

た
「
ア
リ
ラ
ン

韓
国
の
抒

情
詩
的
な
民
謡
」
が
す
で
に

登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
北
韓

が
申
請
し
た
ア
リ
ラ
ン
は
平

壌
市
や
平
安
南
道
、
黄
海
南

道
、
江
原
道
（
北
韓
統
治
区

域
）
、
咸
鏡
北
道
、
慈
江
道

の
ア
リ
ラ
ン
が
含
ま
れ
て
い

る
。最

終
的
な
登
録
は
、
今
月

２４
日
か
ら
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ

本
部
で
開
催
さ
れ
る
第
９
回

政
府
間
委
員
会
で
正
式
決
定

す
る
。日
本
が
申
請
し
た「
和

紙

日
本
の
手
漉
和
紙
技

術
」
も
登
録
勧
告
を
受
け

た
。

毎
年
高
麗
神
社
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
民
団
埼
玉
「
１０

月
マ
ダ
ン
」
の
農
楽

農
楽
は
文
字
通
り
、
農
民

・
農
村
の
音
楽
を
意
味
し
、

春
に
は
豊
作
を
祈
願
、
夏
の

収
穫
期
に
は
農
作
業
を
癒
す

た
め
に
、
秋
に
は
収
穫
を
祝

う
祭
事
の
中
で
伝
え
ら
れ
て

き
た
。「
プ
ン
ム
ル
ノ
リ（
風

物
遊
戯
）」「
メ
グ
」
な
ど
と

地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
呼
称

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

チ
ャ
ン
ゴ
を
メ
ー
ン
に
チ

ン
、
ケ
ン
ガ
リ
、
プ
ク
、
ソ

ゴ
な
ど
の
打
楽
器
に
テ
ピ
ョ

ン
ソ
と
い
っ
た
管
楽
器
に
よ

る
ノ
リ
の
良
い
演
奏
は
奏
者

と
聴
者
が
一
体
と
な
れ
る
。

そ
の
楽
器
と
衣
装
は
韓
国
の

シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ
て
い

る
。在

日
同
胞
社
会
で
も
古
く

か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
続
け

て
き
た
。
爽
快
な
演
奏
は
花

見
や
野
遊
会
を
は
じ
め
、
運

動
会
、
結
婚
式
や
ス
ポ
ー
ツ

の
応
援
な
ど
で
も
場
を
盛
り

上
げ
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
欠
か

せ
な
い
民
俗
音
楽
だ
。

日
本
生
ま
れ
の
在
日
同
胞

た
ち
で
構
成
す
る
韓
国
青
年

会
で
は
８０
年
代
中
盤
に
民
族

文
化
を
継
承
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
農
楽
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
「
サ
ム
ル
ノ
リ
」
を
全
国

の
青
年
に
伝
え
る
「
文
化
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
」
を
展
開
し
、

各
地
に
農
楽
の
サ
ー
ク
ル
を

結
成
さ
せ
た
。

ま
た
、
南
北
単
一
チ
ー
ム

が
実
現
し
た
９１
年
の
千
葉
世

界
卓
球
大
会
で
は
民
団
の
在

日
韓
国
青
年
会
と
朝
総
連
傘

下
の
朝
鮮
青
年
同
盟
が
共
同

応
援
団
を
構
成
し
た
が
、
農

楽
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

「
コ
リ
ア
」
を
応
援
し
た
。

青
年
会
時
代
か
ら
農
楽
を

は
じ
め
て
３０
年
余
り
に
な
る

民
団
神
奈
川
本
部
の
李
相
哲

総
務
部
長
は
、
現
在
も
民
団

神
奈
川
で
農
楽
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
続
け
て
い
る
。

「
農
楽
は
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
大
衆
芸
能
。
そ
の
リ

ズ
ミ
カ
ル
さ
に
魅
了
さ
れ
、

最
近
は
日
本
の
方
も
多
く
参

加
し
て
い
る
。
世
界
遺
産
に

記
録
さ
れ
る
こ
と
で
さ
ら
に

愛
好
家
が
増
え
て
い
く
の
で

は
な
い
か
」
と
期
待
を
込
め

た
。韓

国
の
社
団
法
人
民
族
音

楽
院
・
日
本
支
局
代
表
と
し

て
、
日
本
で
サ
ム
ル
ノ
リ
な

ど
の
伝
統
芸
能
活
動
を
展
開

し
て
い
る
李
昌
燮
さ
ん
は
、

「
年
月
を
か
け
て
、
継
承
・

発
展
さ
れ
て
き
た
文
化
は
、

人
間
が
生
き
て
き
た
証
拠
で

も
あ
り
、
こ
の
財
産
を
今
後

も
し
っ
か
り
発
展
さ
せ
た

い
」
と
話
す
。

世
界
遺
産
と
記
憶
遺
産

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

は
、
建
築
物
な
ど
、
有
形
財

保
護
と
継
承
を
目
的
と
し
文

化
遺
産
・
自
然
遺
産
・
複
合
遺

産
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
無
形
文
化
遺
産

は
民
族
文
化
財
、
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
、
口
承
伝
統
な
ど
を
保

護
対
象
と
し
て
い
る
。

現
在
、
韓
国
に
は
世
界
遺

産
と
し
て
１０
の
文
化
遺
産
と

１
つ
の
自
然
遺
産
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
無
形
文

化
遺
産
は
１６
件
が
登
録
さ
れ

て
い
る
。

韓
国
の
文
化
遺
産
に
は
素

朴
で
あ
り
な
が
ら
穏
や
か
で

独
特
の
情
緒
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
文
化
財
の
形
成
時

期
も
古
代
か
ら
朝
鮮
朝
時
代

ま
で
と
多
様
な
時
期
に
わ
た

っ
て
い
る
。
華
や
か
で
こ
ざ

っ
ぱ
り
と
し
た
芸
術
性
と
宮

殿
や
寺
院
な
ど
に
見
ら
れ
る

科
学
性
な
ど
多
様
な
価
値
を

持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
優
れ

た
自
然
景
観
で
独
特
の
地
形

や
生
態
的
価
値
を
有
す
る
済

州
島
が
唯
一
、
自
然
遺
産
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
で
は
世
界
遺
産

の
他
に
、
危
機
に
瀕
し
た
書

物
や
文
書
な
ど
の
歴
史
的
記

録
遺
産
を
最
新
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
駆
使
し
て
保
全
し
、

研
究
者
や
一
般
人
に
広
く
公

開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
世
界
記
憶
遺
産
」も
あ
り
、

韓
国
で
は「
朝
鮮
王
朝
実
録
」

「
訓
民
正
音
解
例
本
」
「
東

医
宝
鑑
」
な
ど
９
件
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。

「
ソ
ウ
ル
キ
ム
ジ
ャ
ン
文

化
祭
」が
１４
日
か
ら
３
日
間
、

光
化
門
広
場
、
ソ
ウ
ル
広
場

一
帯
で
行
わ
れ
る
。

キ
ム
ジ
ャ
ン
は
昨
年
、
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
韓
国
固
有

の
文
化
で
、
秋
の
終
わ
り
か

ら
冬
の
初
め
ご
ろ
に
、
一
度

に
多
く
の
キ
ム
チ
を
漬
け
て

保
存
し
て
お
く
韓
国
の
伝
統

的
風
習
だ
。

世
界
遺
産
登
録
１
周
年
を

記
念
し
て
今
年
が
初
開
催
の

同
文
化
祭
で
は
、
６
０
０
０

人
が
２
５
５
�
も
の
キ
ム
チ

を
漬
け
て
分
か
ち
合
う
史
上

最
大
規
模
の
キ
ム
ジ
ャ
ン
大

会
を
は
じ
め
、宮
中
キ
ム
チ
、

寺
院
キ
ム
チ
な
ど
珍
し
い
キ

ム
チ
の
展
示
、
キ
ム
チ
名
人

に
よ
る
キ
ム
チ
創
作
料
理
教

室
、
キ
ム
チ
用
品
の
販
売
な

ど
、
２０
個
余
り
の
イ
ベ
ン
ト

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
４
カ
所
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
大
道
芸
な
ど
の

各
種
公
演
が
行
わ
れ
る
。

イ
ベ
ン
ト
中
に
漬
け
た
大

量
の
キ
ム
チ
は
生
活
困
窮
者

や
施
設
な
ど
、
恵
ま
れ
な
い

人
々
に
届
け
る
。

日
本
で
は
、
民
団
韓
食
ネ

ッ
ト
協
議
会（
呉
永
錫
会
長
）

が
１５
日
に
、
「
韓
流
の
街
」

と
し
て
知
ら
れ
る
東
京
・
新

宿
の
大
久
保
公
園
で
、
手
作

り
の
発
酵
キ
ム
チ
の
味
を
競

う
コ
ン
テ
ス
ト
「
キ
ム
チ
・

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
４
」
を

開
催
す
る
。

多
種
多
様
の

マ
ッ
コ
リ
展

１２
日
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｘ
で

韓
国
の
伝
統
酒
マ
ッ
コ
リ

の
展
示
会
、
「
マ
ッ
コ
リ
エ

キ
ス
ポ
」
が
１２
日
か
ら
３
日

間
、
ソ
ウ
ル
江
南
地
区
の
Ｃ

Ｏ
Ｅ
Ｘ
で
開
催
さ
れ
る
。

マ
ッ
コ
リ
は
、
ま
ろ
や
か

な
味
わ
い
と
、
美
容
や
疲
労

回
復
な
ど
健
康
へ
の
効
果
か

ら
近
年
、
日
本
を
は
じ
め
世

界
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
韓
食
世
界

化
を
目
的
に
１０
年
か
ら
毎
年

開
催
し
、
今
年
が
４
回
目
。

５０
社
か
ら
合
計
１
０
０
ブ
ー

ス
が
出
展
す
る
。
ま
た
、
マ

ッ
コ
リ
製
造
企
業
各
社
の
展

示
館
の
ほ
か
、
韓
国
の
優
秀

伝
統
酒
や
地
方
の
特
色
あ
る

マ
ッ
コ
リ
と
韓
食
な
ど
も
紹

介
さ
れ
る
。

１２
、
１３
日
は
食
品
業
界
・

専
門
バ
イ
ヤ
ー
の
み
入
場
。

一
般
は
１４
、
１５
の
２
日
間
観

覧
で
き
る
。
た
だ
し
、
未
成

年
者
は
展
示
会
に
入
場
で
き

な
い
。

２
０
１
４
Ｇ
Ｔ
Ｉ
国
際
貿

易
・
投
資
博
覧
会
が
１０
月
２３

日
か
ら
２６
日
ま
で
、
江
原
道

の
江
陵
市
で
開
催
さ
れ
た
。

同
博
覧
会
は
民
団
中
央
本
部

常
任
顧
問
、
韓
昌
祐
氏
と
崔

文
洵
江
原
道
知
事
が
共
同
組

織
委
員
長
を
務
め
た
。

Ｇ
Ｔ
Ｉ
は
、
９２
年
に
国
連

開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
の

支
援
下
で
始
ま
っ
た
豆
満
江

地
域
開
発
計
画
を
０５
年
に

「
東
北
ア
ジ
ア
国
際
協
力
機

構
」
に
発
展
さ
せ
、
韓
国
の

東
海
岸
地
域
、
中
国
の
東
北

３
省
と
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
、

モ
ン
ゴ
ル
の
東
部
、
ロ
シ
ア

の
沿
海
州
に
範
囲
を
拡
大
し

た
も
の
。

こ
れ
ら
の
地
域
は
豊
富
な

資
源
を
持
ち
な
が
ら
も
政
治

的
要
因
な
ど
に
よ
り
開
発
が

遅
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最

近
、
各
国
で
地
域
開
発
計
画

が
活
発
に
再
開
し
て
い
る
。

韓
氏
は
昨
年
に
続
き
２
回

目
の
組
織
委
員
長
を
務
め
た

が
、
博
覧
会
の
基
本
運
営
方

向
を
設
定
し
、
在
日
同
胞
企

業
と
Ｇ
Ｔ
Ｉ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
に
も
力
を
注
い

だ
。
今
年
の
博
覧
会
に
は
、

Ｇ
Ｔ
Ｉ
会
員
国
以
外
に
も
日

本
や
カ
ナ
ダ
か
ら
約
５
０
０

の
企
業
と
３
０
０
０
人
の
バ

イ
ヤ
ー
が
参
加
、
約
４
億
５

０
０
０
万
�
の
貿
易
・
投
資

契
約
や
意
向
申
請
が
あ
っ

た
。韓

氏
は
こ
れ
ら
の
業
績
を

評
価
さ
れ
、
１０
月
２６
日
に
崔

知
事
か
ら
江
原
道
名
誉
知
事

に
委
嘱
さ
れ
た
�
写
真
右
。

韓
日
の
第
２６
回
特
許
庁
長

官
会
合
が
１０
月
２９
日
、
都
内

で
開
催
さ
れ
、
特
許
情
報
の

デ
ー
タ
交
換
に
関
す
る
新
た

な
覚
書
を
締
結
し
た
。
本
覚

書
に
よ
っ
て
、
交
換
す
る
対

象
デ
ー
タ
が
拡
大
さ
れ
、
両

国
に
お
け
る
さ
ら
な
る
特
許

情
報
の
普
及
・
活
用
を
め
ざ

す
。
ま
た
、
特
許
、
意
匠
、

商
標
、
審
判
な
ど
、
多
方
面

に
わ
た
る
協
力
に
つ
い
て
も

協
議
し
た
。

両
国
に
お
け
る
特
許
出
願

件
数
は
、
日
本
が
世
界
第
３

位
（
３２
・
８
万
件
）
、
韓
国

は
第
４
位
（
２０
・
５
万
件
）

と
韓
日
両
庁
は
知
財
分
野
に

お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め

て
い
る
。
さ
ら
に
、
韓
国
で

は
日
本
か
ら
の
特
許
出
願
件

数
が
外
国
出
願
と
し
て
最
多

で
あ
る
な
ど
、
知
財
分
野
に

お
け
る
関
係
が
深
い
。

外換銀行調べ
（１１月４日現在）

１万円

９７，８５０
ウォン

９２，１５０
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

９６，４２４
ウォン

９３，５７５
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

爽
快
に
一
体
感
醸
す

韓

国

１７
件
目

活
力
・
創
造
性
を
評
価

江原道の名誉知事に

民団顧問の韓昌祐氏

投資博の成功に貢献

在
日
同
胞
と
も
縁
深
く

イ
ベ
ン
ト
盛
り
上
げ
に
必
須

戸
籍
廃
止
後
７
年
間
で
１３４
万
人
増

１０月現在 韓国籍保有者

在外同胞含め５４３４万人

農楽 世世界界無無形形文文化化遺遺産産にに

世
界
文
化
遺
産
１
周
年
記
念

特
許
情
報
交
換
で
覚
書
韓
日

１４～１６日、ソウルで

最大規模の６千人、２５５ト
ン

キキムムジジャャンン文文化化祭祭

（２）２０１４年１１月５日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２７９３号



勘
違
い
し
て
な
い
か

戦
後
教
育
の
犠
牲
者

中
教
審
の
答
申
を
受
け
て
書
か
れ

た
朝
日
新
聞
と
産
経
新
聞
の
コ
ラ
ム

（
１０
月
２３
日
付
）
を
対
照
さ
せ
る
と

実
に
お
も
し
ろ
い
。
「
天
声
人
語
」

が
取
り
あ
げ
た
の
は
作
家
・
三
島
由

紀
夫
の
『
不
道
徳
教
育
講
座
』
だ
っ

た
。「

少
年
の
悩
み
を
大
人
は
理
解
で

き
な
い
、
い
か
に
生
き
る
か
は
自
分

で
考
え
よ
、
教
師
に
理
解
な
ん
か
さ

れ
て
や
ら
な
い
ぞ
と
い
う
気
概
を
持

て
」
「
不
道
徳
に
慣
れ
て
抵
抗
力
を

身
に
つ
け
よ
、
な
ぜ
な
ら
善
良
一
辺

倒
な
人
ほ
ど
悪
徳
へ
の
誘
惑
に
弱
い

か
ら
」
と
い
っ
た
「
道
徳
が
実
は
逆

説
を
は
ら
む
こ
と
を
読
者
に
示
す
」

内
容
を
紹
介
、
「
徳
目
を
一
本
調
子

に
説
教
さ
れ
て
も
身
に
つ
く
も
の
で

は
な
い
」
と
諭
し
て
い
る
。

「
産
経
抄
」
は
、
「
透
明
人
間
に

な
っ
た
ら
何
を
し
た
い
か
」
問
わ
れ

た
小
学
６
年
生
の
な
か
に
、
「
人
を

殺
す
」
「
強
盗
す
る
」
と
答
え
た
児

童
が
い
て
、
卒

業
文
集
に
そ
の

ま
ま
掲
載
さ
れ

た
こ
と
で
大
騒

ぎ
に
な
っ
た
こ

と
を
起
句
に
、

「
か
わ
い
そ
う

に
児

童

た

ち

は
、
家
庭
で
も
学
校
で
も
、
『
人
を

殺
し
て
は
い
け
な
い
』
こ
と
を
、
教

え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
に
違
い
な

い
」、「
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
社
会

の
一
員
と
し
て
の
規
範
を
き
ち
ん
と

教
え
る
必
要
が
あ
る
」と
押
さ
え
た
。

ま
と
も
な
読
み
手
な
ら
こ
れ
だ
け

で
、
「
家
庭
や
学
校
で
教
わ
ら
な
く

と
も
、
人
を
殺
し
た
こ
と
は
な
く
、

本
気
で
人
を
殺
そ
う
と
思
っ
た
こ
と

も
な
い
。
論
旨
の
飛
躍
も
は
な
は
だ

し
い
」
と
あ
き
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
れ
な
の
に
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
に
戦
闘
員
と
し
て

参
加
し
よ
う
と
し
た
大
学
生
に
も
触

れ
、
「
彼
も
ま
た
、
徳
育
の
欠
如
し

た
戦
後
教
育
の
被
害
者
な
の
か
も
し

れ
な
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
の
に
は

恐
れ
入
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

都
合
の
い
い
材
料
を
テ
コ
に
一
足

飛
び
に
持
論
に
む
す
び
つ
け
る
の

は
、
安
倍
首
相
と
と
も
に
「
戦
後
レ

ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」
に
熱
心
な
産

経
が
よ
く
使
っ
て
き
た
手
法
だ
。
こ

こ
で
注
目
し
た
い
の
は
そ
の
点
で
は

な
く
、「
人
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
」

こ
と
を
「
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
」「
き

ち
ん
と
教
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
強

調
し
た
部
分
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
「
道
徳
」
の
教
科
化
を

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
表
現
）
に

絡
め
て
考
え
た
い
か
ら
だ
。

「
保
守
」
と
縁
遠
い
の
は
も
ち
ろ

ん
、「
国
家
主
義
」、「
愛
国
主
義
」「
民

族
主
義
」
や
い
わ
ゆ
る
「
右
翼
」
に

も
括
れ
な
い
、
言
わ
ば
右
翼
の
亜
種

と
も
言
う
べ
き
ネ
ッ
ト
右
翼
、
そ
れ

も
ネ
ト
ウ
ヨ
と
蔑
む
に
ふ
さ
わ
し
い

集
団
が
街
頭
に
ま
で
出
張
り
、
悪
乗

り
し
て
久
し
い
。

そ
の
悪
乗
り
現
場
や
ネ
ッ
ト
上

に
、
「
良
い
韓
国
人
も
悪
い
韓
国
人

も
ど
ち
ら
も
殺
せ
」
「
ゴ
キ
ブ
リ
、

ウ
ジ
虫
、
朝
鮮
人
。
お
前
ら
を
一
匹

残
ら
ず
た
た
き
つ
ぶ
す
」
「
南
京
大

虐
殺
で
は
な
く
、
朝
鮮
人
大
虐
殺
す

る
ぞ
」
な
ど
と
「
殺
す
」
と
い
う
言

葉
が
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
。

「
産
経
抄
」
は
な
ぜ
、
限
り
な
く

あ
る
事
例
か
ら
小
学
生
の
言
葉
を
持

ち
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
「
イ
ス
ラ

ム
国
」
に
参
じ

よ
う
と
し
た
２６

歳
の
大
学
生
に

も
言
及
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
彼

と
同
年
代
が
多

い
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
集
団
を
、
「
家
庭
で
も
学
校
で

も
、
『
人
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
』

こ
と
を
教
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
」

「
か
わ
い
そ
う
」
な
「
戦
後
教
育
の

犠
牲
者
」
の
典
型
と
し
て
取
り
あ
げ

る
べ
き
だ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
、
「
産
経
抄
」
は
も

ち
ろ
ん
右
派
論
壇
で
大
き
な
位
置
を

占
め
る
産
経
新
聞
の
「
真
の
保
守
」

と
し
て
の
品
格
も
上
が
っ
た
に
違
い

な
い
。
そ
れ
と
も
産
経
は
、
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
集
団
と
持
ち
つ
持
た
れ
つ

の
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
道
徳
」
の
教
科
化
を
推
進
す
る

側
に
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
集
団
の
横

行
が
念
頭
に
入
っ
て
い
な
い
と
す
れ

ば
、
危
機
意
識
が
あ
ま
り
に
も
足
り

な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
教
科
化
の

真
の
目
的
は
何
か
ま
で
問
わ
れ
る
の

は
必
定
だ
。
逆
に
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
を
許
さ
な
い
社
会
づ
く
り
を
目
的

の
一
つ
に
掲
げ
る
だ
け
で
、
社
会
的

な
効
果
は
大
き
く
日
本
の
国
際
的
な

位
相
も
好
転
す
る
だ
ろ
う
。

不
満
と
憎
悪
と
の
関
係
は
単
純
で

も
直
接
的
な
も
の
で
も
な
く
、
憎
悪

が
そ
れ
を
呼
び
起
こ
し
た
対
象
に
向

か
う
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
し
ば

し
ば
、
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
人
物

あ
る
い
は
集
団
に
集
中
す
る
傾
向
が

あ
る
。
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
が
不
当

に
「
特
権
」
を
享
受
し
て
い
る
ゆ
え

に
日
本
人
が
被
害
を
被
っ
て
い
る
、

と
主
張
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
集
団

が
ま
さ
に
そ
う
だ
。

憎
悪
は
び
こ
る
性
行

す
で
に
危
険
水
位
に

彼
ら
に
疎
外
感
を
抱
か
せ
、
困
窮

さ
せ
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
し
て
や

迫
害
な
ど
し
た
こ
と
も
な
い
在
日
が

憎
悪
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
関
係

の
な
い
集
団
へ
の
憎
悪
を
た
や
す
く

は
び
こ
ら
せ
る
性
行
は
、
い
と
も
簡

単
に
別
の
攻
撃
対
象
を
見
い
出
す
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
実
態
は
す
で
に

危
険
水
位
に
達
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
政
府
当
局
や
メ
デ
ィ

ア
を
は
じ
め
市
民
社
会
が
本
気
で
対

処
す
れ
ば
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
比

較
的
浅
く
か
か
わ
っ
て
い
る
者
、
つ

ま
り
大
多
数
の
者
は
一
握
り
の
戦
闘

的
な
部
分
を
運
動
現
場
に
残
し
て
、

撤
退
す
る
だ
ろ
う
。
残
さ
れ
た
一
握

り
が
過
激
な
暴
力
に
訴
え
る
と
し
て

も
、
い
や
そ
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
孤
立
・
排
除
へ
の
環
境
を
断

固
整
え
る
べ
き
段
階
に
あ
る
。

日
本
・
文
部
科
学
省
の
諮
問
機
関

で
あ
る
「
中
央
教
育
審
議
会
」
（
中

教
審
）は
先
ほ
ど
、
小
中
学
校
で「
教

科
外
の
活
動
」
と
さ
れ
正
式
な
教
科

に
な
っ
て
い
な
い
「
道
徳
」
を
「
特

別
の
教
科
」
に
格
上
げ
し
、
児
童
生

徒
を
数
値
で
は
な
く
記
述
式
で
評
価

す
る
こ
と
な
ど
を
答
申
し
た
。
検
定

教
科
書
を
導
入
し
、
早
け
れ
ば
２
０

１
８
年
に
も
実
施
さ
れ
る
。

教
育
の
中
身
と
方
法

激
し
い
論
議
は
必
至

文
科
省
は
今
年
度
中
に
学
習
指
導

要
領
を
改
訂
し
、
１６
年
度
末
ま
で
に

教
科
書
の
検
定
を
終
え
た
い
意
向
と

い
う
。
「
特
別
の
教
科
」
化
に
つ
い

て
は
難
点
が
多
い
と
さ
れ
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
進
展
と
と
も
に
、
特
定
の

価
値
観
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
ら

な
い
か
、
教
育
の
中
身
と
方
法
に
つ

い
て
激
し
い
論
議
が
行
き
交
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

現
行
の
「
道
徳
の
時
間
」
は
１
９

５
８
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
人
間
尊
重

の
精
神
、生
命
に
対
す
る
畏
敬
の
念
、

伝
統
・
文
化
の
尊
重
と
そ
れ
ら
を
育

ん
だ
国
と
郷
土
へ
の
愛
、
公
共
の
精

神
、
他
国
の
尊
重
、
国
際
社
会
の
平

和
・
発
展
や
環
境
保
全
へ
の
貢
献
な

ど
を
掲
げ
、
「
未
来
を
拓
く
主
体
性

あ
る
日
本
人
を
育
成
す
る
」
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。

だ
が
、
週
１
時
間
、
年
３５
時
間
を

標
準
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
学
級
会
な
ど
に
便
宜
的
に
使
わ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
形
骸
化
し
て

い
た
と
い
う
。
し
か
し
、「
形
骸
化
」

と
は
た
め
に
す
る
も
の
言
い
で
、
徳

育
は
学
校
教
育
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
行
わ
れ
る
の
が
効
果
的
だ
と
い
う

判
断
か
ら
、
「
教
科
外
の
活
動
」
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
事
情
を
そ
の
ま
ま

反
映
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
わ
れ

る
。そ

う
し
た
ゆ
る
や
か
さ
は
、
外
国

籍
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
弟
に

と
っ
て
悪
い
環
境
で
は
な
い
。
「
他

国
の
尊
重
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

と
は
い
え
、「
主
体
性
あ
る
日
本
人
」

の
育
成
が
主
眼
で
あ
る
以
上
、
目
標

到
達
度
が
高
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
居
心

地
が
悪
く
な
る
側
面
は
否
定
で
き
な

い
か
ら
だ
。

徳
育
の
格
上
げ
は
安
倍
晋
三
首
相

の
長
年
の
悲
願
と
さ
れ
る
。
第
１
次

政
権
時
代
の
０７
年
に
も
教
育
再
生
会

議
の
提
言
に
よ
っ
て
教
科
化
を
目
指

し
た
も
の
の
、
個
人
の
内
面
の
評
価

に
つ
な
が
る
な
ど
と
し
て
中
教
審
に

見
送
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
教
育
界

の
保
守
層
に
も
、
教
科
と
し
て
は
位

置
づ
け
に
く
い
と
の
意
識
が
根
強
い

と
さ
れ
る
。

当
時
と
比
べ
て
子
ど
も
や
教
育
現

場
の
環
境
に
大
き
な
変
化
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
中
教
審
が
今

回
は
目
立
っ
た
異
論
を
は
さ
む
こ
と

も
な
く
、
教
育
再
生
会
議
の
提
言
ど

お
り
に
教
科
化
を
答
申
し
た
。
第
２

次
安
倍
政
権
の
勢
い
の
産
物
と
見
ら

れ
て
い
る
。

安
倍
首
相
は
こ
れ
ま
で
、
歴
史
修

正
主
義
的
な
立
場
を
強
め
「
日
本
を

取
り
戻
す
」、「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら

の
脱
却
」
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
を
繰

り
返
し
口
に
し
、
靖
国
神
社
参
拝
も

強
行
し
た
。
第
１
次
政
権
時
に
は
、

改
定
教
育
基
本
法
に
愛
国
心
条
項
を

盛
り
込
ん
で
も
い
る
。
こ
う
し
た
価

値
観
か
ら
、
首
相
の
ね
ら
い
は
実
質

上
、１
９
４
７
年
に
廃
止
さ
れ
た「
教

育
勅
語
」
や
「
修
身
」
の
復
活
か
と

騒
が
れ
も
す
る
。

た
だ
、
軍
国
日
本
を
築
く
う
え
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
「
教
育
勅

語
」
も
、
１２
の
徳
目
の
う
ち
「
一
旦

緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
以
テ
天

壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
」（
国

難
に
あ
っ
て
は
勇
気
を
奮
い
永
遠
の

皇
国
を
助
け
よ
う
）
を
除
け
ば
、
字

面
を
読
む
限
り
き
わ
め
て
ま
と
も
と

言
え
る
。
兄
弟
・
友
達
は
仲
良
く
、

信
じ
合
い
、
勉
学
に
励
ん
で
人
格
向

上
に
努
め
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に

尽
く
す
な
ど
と
あ
り
、
「
博
愛
衆
ニ

及
ホ
シ
」
（
慈
愛
を
広
く
全
て
の
人

に
）
と
も
あ
っ
た
。

こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
「
道
徳
」

教
育
に
は
真
の
ね
ら
い
や
効
果
の
ほ

ど
は
不
明
で
も
、
立
派
な
目
的
・
目

標
が
掲
げ
ら
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ

る
。
た
と
え
政
権
が
特
定
の
価
値
観

を
優
越
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
を
思
想

統
制
す
る
懸
念
が
あ
っ
て
も
、
世
論

の
支
持
は
得
や
す
く
、
異
論
は
唱
え

に
く
い
。

課
題
へ
対
応
め
ぐ
り

推
進
側
に
も
不
安
が

中
教
審
も
さ
す
が
に
教
科
化
へ
の

不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
「
特

定
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
た
り
、
主

体
性
を
も
た
ず
言
わ
れ
る
ま
ま
に
行

動
す
る
よ
う
指
導
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
道
徳
教
育
が
め
ざ
す
方
向
の
対

極
に
あ
る
」
と
い
っ
た
指
摘
も
忘
れ

て
い
な
い
。
指
導
要
領
に
も
情
報
モ

ラ
ル
や
生
命
倫
理
と
い
っ
た
現
代
社

会
の
課
題
に
も
対
応
す
る
よ
う
注
文

を
つ
け
て
い
る
。

「
教
科
書
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の

も
の
が
出
る
の
か
」
「
教
え
る
方
式

は
？
」「
教
師
の
資
質
は
？
」「
評
価

の
基
準
は
？
」
「
受
験
へ
の
影
響

は
？
」
な
ど
数
あ
る
疑
問
点
に
つ
い

て
、
論
議
が
お
い
お
い
煮
詰
ま
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

そ
れ
ら
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
答
申
が
検
定
教
科
書
を
中
心

的
な
教
材
に
す
る
と
し
な
が
ら
も
、

「
民
間
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
多
様
な
教
科
書
を

認
め
る
」
と
強
調
し
て
い
る
こ
と

だ
。徳

育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
全
体
で
施
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す

る
声
が
多
い
。
こ
の
論
議
は
さ
て
お

い
て
も
、
徳
育
は
各
教
科
に
ま
た
が

る
ど
こ
ろ
か
、
学
校
外
の
社
会
生
活

と
も
日
常
的
に
か
か
わ
る
こ
と
で
成

立
す
る
も
の
だ
け
に
、
臨
機
応
変
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
教
科
書

に
し
て
も
、
道
徳
一
般
を
論
述
す
る

だ
け
で
は
薄
っ
ぺ
ら
な
も
の
に
し
か

な
ら
ず
、
多
彩
な
参
考
例
を
あ
げ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
室
外
で
の
実
地
教

育
を
推
奨
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
。

ヘイトスピーチ反対と差別撤廃を訴える「東京大行進２０１４」
�２日、東京・新宿で

「
道
徳
」
の
教
科
化
が
答
申
さ
れ

た
数
日
後
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
う

え
で
興
味
深
い
材
料
が
出
た
。
大
学

共
同
利
用
機
関
で
あ
る
統
計
数
理
研

究
所
が
５
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る

「
日
本
人
の
国
民
性
調
査
」
の
こ
と

だ
。
１
９
５
３
年
に
始
ま
っ
た
も
の

で
、
１３
回
目
の
昨
年
は
無
作
為
で
抽

出
し
た
２０
～
８０
歳
の
男
女
２
１
７
０

人
に
面
接
調
査
し
た
。

発
表
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の
長
所

を
複
数
選
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

「
勤
勉
」「
礼
儀
正
し
い
」「
親
切
」

を
あ
げ
る
人
が
７
割
を
超
え
、
い
ず

れ
も
過
去
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
ま

た
、
た
い
て
い
の
人
は
「
他
人
の
役

に
た
と
う
と
し
て
い
る
」
か
、
あ
る

い
は
「
自
分
の
こ
と
だ
け
に
気
を
く

ば
っ
て
い
る
」
か
の
問
い
に
、
「
他

人
の
役
に
」
が
前
回
の
３６
％
か
ら
１０

ポ
イ
ン
ト
近
い
伸
び
の
４５
％
を
記

録
、
初
め
て
「
自
分
の
こ
と
だ
け
」

（
４２
％
）
を
逆
転
し
た
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
研
究
所
の
関

係
者
は
、
社
会
が
成
熟
す
る
に
と
も

な
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る

社
会
貢
献
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
の

反
映
と
見
て
い
る
。
な
か
で
も
、
東

日
本
大
震
災
時
に
見
せ
た
被
災
者
の

秩
序
だ
っ
た
行
動
、
忍
耐
、
ひ
た
む

き
さ
の
ほ
か
、
助
け
合
い
の
動
き
が

全
国
に
広
が
っ
た
影
響
が
大
き
い
と

い
う
。

「
他
人
の
役
に
」
と
回
答
し
た
割

合
は
４０
・
５０
代
の
責
任
世
代
で
高
か

っ
た
。
調
査
対
象
も
２０
歳
以
上
だ
。

そ
れ
で
も
今
回
の
結
果
は
、
助
け
合

い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
踏
ん
張
る
現

場
を
体
験
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
つ

ぶ
さ
に
目
撃
す
る
こ
と
の
教
育
効
果

の
高
さ
を
示
し
た
と
言
え
る
。
小
中

学
生
に
尋
ね
て
も
そ
う
変
わ
り
は
な

い
だ
ろ
う
。

他
人
の
役
に
立
と
う
と
す
る
心
を

育
て
る
の
が
徳
育
の
基
本
だ
。
そ
の

「
他
人
」
が
日
本
人
に
限
ら
れ
て
い

い
は
ず
も
な
い
。現
行
の
徳
育
も「
国

と
郷
土
へ
の
愛
」
と
な
ら
ん
で
「
他

国
の
尊
重
」を
目
標
に
置
い
て
い
る
。

こ
こ
は
一
つ
、
身
近
な
問
題
と
し
て

外
国
人
、
な
か
で
も
定
住
外
国
人
と

の
助
け
合
い
、
共
生
が
も
た
ら
す
教

育
効
果
に
も
着
目
し
て
欲
し
い
。

阪
神
淡
路
と
東
日
本
の
大
震
災
で

は
、
日
本
人
と
韓
国
、
中
国
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
国
籍
や
民
族
を
意
識
す
る

こ
と
の
な
い
助
け
合
い
が
あ
っ
た
。

こ
れ
こ
そ
、
日
本
人
が
ふ
だ
ん
か
ら

外
国
人
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
き
た

共
生
の
証
で
あ
り
、
日
本
社
会
が
誇

り
に
し
て
い
い
こ
と
の
は
ず
だ
。

徳
育
に
は
臨
機
応
変
や
体
験
学
習

が
欠
か
せ
な
い
。
答
申
で
も
教
科
書

に
「
民
間
の
創
意
工
夫
」
と
「
バ
ラ

ン
ス
」
を
求
め
て
い
る
。
定
住
外
国

人
が
独
自
の
文
化
を
生
か
し
、
地
域

起
こ
し
に
一
役
買
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

は
全
国
各
地
に
あ
る
。
外
国
人
集
住

地
域
を
訪
れ
、
共
生
の
実
態
を
目
の

当
た
り
に
す
る
学
習
の
持
つ
意
味
は

大
き
い
。

世
界
を
感
動
さ
せ
る
ほ
ど
の
忍
耐

心
、
秩
序
立
っ
た
動
き
、
思
い
や
り

が
際
立
つ
日
本
人
社
会
は
一
方
で
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
集
団
を
産
み
育
て

る
揺
り
か
ご
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の

事
実
を
直
視
し
、
前
者
を
い
っ
そ
う

育
て
な
が
ら
、
後
者
を
取
り
除
く
努

力
こ
そ
徳
育
の
眼
目
に
な
る
だ
ろ

う
。

日本の「道徳」教科化とヘイトスピーチ

「バランス」・「創意工夫」はどうなる？

日
本
人
に
限
る
の
か

「
共
生
」の
教
育
効
果

着
目
を

「
他
人
の
役
に
立
つ
」

現
実
社
会
の
中
の
徳
育

抵
抗
強
い
内
面
評
価態

度
変
え
た
中
教
審

気
に
な
る
安
倍
氏
の
価
値
観

排
外
扇
動
も
念
頭
に

試
さ
れ
る
危
機
へ
の�
本
気
度
�

第２７９３号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１４年１１月５日（水曜日）（３）
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【
長
野
】
民
団
長
野
「
コ

リ
ア
市
民
祭
」
が
今
年
で
７

年
目
を
迎
え
た
。
同
市
民
祭

の
顔
と
も
い
う
べ
き
「
キ
ム

ジ
ャ
ン
大
会
」
に
今
年
は
記

念
講
演
も
加
わ
り
、
約
６
０

０
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

お
ま
つ
り
ム
ー
ド
一
色
に

包
ま
れ
た
１０
月
２６
日
、
民
団

本
部
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
会

式
が
開
か
れ
た
。
朴
永
大
団

長
は
、
「
韓
日
関
係
が
低
迷

し
て
い
て
も
、
市
民
レ
ベ
ル

の
交
流
は
変
わ
り
が
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
赴
任
早
々
の

趙
建
�
駐
新
潟
総
領
事
も
、

会
場
を
埋
め
た
参
加
者
の
熱

気
に
驚
い
た
表
情
だ
っ
た
。

続
い
て
日
韓
親
善
促
進
議
員

連
盟
会
長
の
萩
原
清
県
議
が

お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ

た
。記

念
講
演
は
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
で
も
お
な
じ
み
の
東
海

大
学
の
金
慶
珠
准
教
授
に
よ

る
「
日
韓
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
未
来
」
。
ツ

ボ
を
押
さ
え
た
話
し
ぶ
り

で
、
来
場
者
か
ら
高
い
評
価

を
得
た
。
質
疑
応
答
は
２０
分

を
超
え
た
。

キ
ム
ジ
ャ
ン
大
会
は
限
定

５０
人
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
料
理
番
組

で
「
特
別
賞
」
を
受
賞
し
た

こ
と
も
あ
る
ソ
ウ
ル
出
身
の

主
婦
、
林
貞
姫
さ
ん
が
、
キ

ム
ジ
ャ
ン
の
由
来
か
ら
始
ま

っ
て
お
い
し
い
漬
け
方
ま
で

丁
寧
に
指
導
し
た
。
参
加
者

に
は
男
性
も
目
立
ち
、
林
さ

ん
を
取
り
囲
ん
で
熱
心
に
質

問
を
重
ね
た
。

例
年
以
上
の
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
た
の
が
、
屋
外
で
ブ
ー

ス
が
軒
を
連
ね
た
「
韓
国
屋

台
村
」。「
土
曜
学
校
」
の
子

ど
も
た
ち
も
保
護
者
と
一
緒

に
出
店
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は

ヤ
ン
ニ
ョ
ン
チ
キ
ン
や
ヤ
ッ

パ
（
薬
飯
）
、
骨
つ
き
カ
ル

ビ
な
ど
。
な
か
で
も
一
番
人

気
は
婦
人
会
の
ユ
ッ
ケ
ジ
ャ

ン
と
チ
ヂ
ミ
だ
っ
た
。

「マッコリの日１日広報大使」としてマッ
コリタワーを完成させた南果歩さん（右）

第
９５
回
韓
国
国
体
済
州
大

会
で
在
日
同
胞
選
手
団
は
過

去
最
多
だ
っ
た
昨
年
の
１７
個

に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
２８

あ
る
海
外
同
胞
種
目
の
約
半

数
を
制
覇
し
た
。

ゴ
ル
フ
男
女
の
全
４
種
目

を
は
じ
め
、
テ
ニ
ス
男
女
の

３
種
目
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
女
子

の
４
種
目
に
加
え
、
テ
コ
ン

ド
、
サ
ッ
カ
ー
の
ほ
か
国
内

種
目
の
水
泳
で
も
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。

昨
年
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
女
子

の
全
種
目
を
制
覇
し
５
冠
王

と
な
っ
た
柳
真
裕
実
は
今
年

も
底
力
を
発
揮
。
３
人
組
、

５
人
組
、
マ
ス
タ
ー
ズ
の
３

種
目
で
優
勝
し
た
。

在
日
同
胞
選
手
団
が
最
初

に
獲
得
し
た
金
メ
ダ
ル
は
大

会
３
日
目
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
女

子
２
人
組
戦
だ
。
首
位
を
走

る
柳
真
裕
実
・
黄
聖
姫
組
を

２
年
前
の
４
冠
王
、
金
星
伽

（
愛
知
大
学
３
年
）
と
ベ
テ

ラ
ン
の
朴
祥
子
チ
ー
ム
が
最

終
ゲ
ー
ム
で
逆
転
し
て
の
優

勝
。
在
日
２
チ
ー
ム
が
金
銀

を
競
う
圧
巻
ぶ
り
だ
っ
た
。

テ
ニ
ス
は
男
女
と
も
に
シ

ン
グ
ル
ス
で
優
勝
し
た
ほ

か
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
も
連

覇
し
た
。

ゴ
ル
フ
は
大
学
生
ト
リ
オ

が
強
さ
を
見
せ
、
男
女
そ
ろ

っ
て
個
人
と
２
人
に
よ
る
団

体
戦
全
て
を
制
覇
し
た
。
女

子
の
金
亜
祐
美
、
康
美
咲
の

大
阪
学
院
大
学
コ
ン
ビ
が
好

ス
コ
ア
を
維
持
し
金
と
銅
を

獲
得
、
２
人
合
計
の
団
体
戦

も
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

男
子
は
若
干
１９
歳
の
具
本

盛
（
日
本
大
学
１
年
）
が
活

躍
。
父
の
影
響
で
５
歳
か
ら

ク
ラ
ブ
を
打
ち
始
め
た
具
は

１
８
５
�
の
長
身
を
活
か
し

た
パ
ワ
ー
に
加
え
、
緻
密
な

パ
ッ
ト
で
ス
コ
ア
を
伸
ば

し
、金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
は
昨
年
の
リ
ベ

ン
ジ
を
果
た
し
た
。
予
選
リ

ー
グ
で
在
カ
ナ
ダ
、
在
サ
イ

パ
ン
同
胞
に
快
勝
し
た
あ
と

の
準
決
勝
は
こ
こ
数
年
、
上

位
の
成
績
を
残
し
て
い
る
在

中
国
同
胞
。
し
か
し
、
在
日

は
正
確
な
パ
ス
回
し
で
チ
ャ

ン
ス
を
し
っ
か
り
決
め
、
６

―
１
と
大
勝
し
た
。
決
勝
は

昨
年
と
同
カ
ー
ド
の
在
豪
州

同
胞
。
０
―
０
で
両
者
譲
ら

な
い
ま
ま
Ｐ
Ｋ
戦
に
も
つ
れ

込
ん
だ
末
、
４
―
２
で
勝
利

し
、
３
年
ぶ
り
に
金
メ
ダ
ル

を
奪
還
し
た
。

在
日
同
胞
は
国
内
種
目
で

も
奮
闘
ぶ
り
を
見
せ
た
。

女
子
一
般
背
泳
１
０
０
�

で
姜
幸
が
１
分
１
秒
９３
で
金

メ
ダ
ル
。
競
泳
で
の
金
は
８６

年
、
９０
年
の
ア
ジ
ア
大
会
に

も
出
場
し
た
尹
周
一
が
９２
年

大
邱
大
会
で
獲
得
し
て
以
来

２２
年
ぶ
り
と
な
る
。

昨
年
、
３
人
の
韓
国
代
表

を
輩
出
し
た
柔
道
で
は
金
琳

煥
（
大
学
男
子
６６
�
級
）
が

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

柔
道
女
子
高
校
６３
�
級
で

連
覇
し
た
安
沙
好
（
韓
国
体

育
大
学
）
と
今
年
１０
月
の
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
選
手
権

（
米
国
）
で
優
勝
し
た
安
昌

林
（
龍
仁
大
）
は
国
内
選
手

と
し
て
出
場
。
安
昌
林
は
同

じ
大
学
の
金
ヨ
ン
ジ
ェ
と
の

決
勝
で
一
本
勝
ち
し
同
門
対

決
を
制
し
た
。
大
学
戦
デ
ビ

ュ
ー
の
安
沙
好
は
ベ
ス
ト
８

止
ま
り
だ
っ
た
。

３
連
覇
を
果
た
し
金
炳
鍾

選
手
団
長
は
「
在
日
同
胞
の

若
い
選
手
た
ち
の
活
躍
に
感

銘
し
た
。
着
実
な
選
手
発
掘

・
育
成
が
進
ん
で
い
る
こ
と

を
実
感
し
た
」
と
目
を
細
め

て
い
た
。

ま
た
、
国
体
閉
会
の
翌
日

か
ら
江
原
道
の
楊
口
文
化
体

育
会
館
で
行
わ
れ
た
、
来
年

度
の
韓
国
代
表
第
１
次
選
抜

戦
で
安
昌
林
が
優
勝
、
安
沙

好
は
３
位
と
好
発
進
し
た
。

ＰＫ戦で優勝を決め、歓喜にわく在日同胞チームキムジャン講師の林貞姫さんを囲む参加者たち

柔
道
国
内
選
手
と
し
て
出
場
し
、
優
勝
し
た
安
昌
林

「
マ
ッ
コ
リ
の
日
」
の
１０

月
３０
日
、
韓
国
、
日
本
、
中

国
で
新
米
マ
ッ
コ
リ
「
マ
ッ

コ
リ
・
ヌ
ー
ボ
ー
」
が
発
売

さ
れ
、
記
念
行
事
も
同
時
開

催
さ
れ
た
。

東
京
・
新
宿
の
韓
国
文
化

院
で
は
、
女
優
の
南
果
歩
さ

ん
を
「
マ
ッ
コ
リ
の
日
１
日

広
報
大
使
」
に
任
命
し
て
の

記
者
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

南
さ
ん
は
韓
国
農
水
産
食

品
流
通
公
社
東
京
ａ
Ｔ
セ
ン

タ
ー
の
�
龍
虎
支
社
長
と
一

緒
に
舞
台
に
登
場
。
グ
ラ
ス

を
タ
ワ
ー
状
に
積
み
上
げ
た

上
か
ら
マ
ッ
コ
リ
を
注
ぎ
こ

ん
で
「
マ
ッ
コ
リ
タ
ワ
ー
」

を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
後
、

南
さ
ん
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
柚

子
茶
ジ
ャ
ム
を
ジ
ン
ジ
ャ
ー

エ
ー
ル
と
マ
ッ
コ
リ
で
割
っ

た
「
ス
ノ
ー
ビ
ュ
ー
テ
イ
カ

ク
テ
ル
」
で
乾
杯
し
た
。

南
さ
ん
は
韓
国
料
理
店
に

入
る
と
、
マ
ッ
コ
リ
を
一
緒

に
注
文
す
る
ほ
ど
の
愛
飲

家
。
来
年
１
月
か
ら
公
開
の

出
演
作
「
さ
よ
な
ら
歌
舞
伎

町
」
で
釜
山
映
画
祭
に
参
加

し
た
と
き
に
は
路
地
裏
の
店

を
は
し
ご
し
た
と
い
う
。

新
米
マ
ッ
コ
リ
の
試
飲
会

で
は
、
ソ
ウ
ル
と
東
京
、
上

海
を
結
び
、
参
加
者
同
士
が

乾
杯
し
た
。
「
マ
ッ
コ
リ
の

日
」は
１０
月
最
終
の
木
曜
日
。

韓
国
が
マ
ッ
コ
リ
を
広
報
す

る
た
め
に
１１
年
か
ら
制
定
し

て
い
る
。
日
本
で
も
今
年
１０

月
、
一
般
社
団
法
人
日
本
記

念
日
協
会
に
１０
月
最
終
木
曜

日
を
「
マ
ッ
コ
リ
の
日
」
と

し
て
登
録
し
た
。

韓
国
農
水
産
食
品
流
通
公

社
東
京
ａ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
と
民

団
韓
食
ネ
ッ
ト
で
は
、
新
大

久
保
の
韓
国
料
理
店
で
韓
国

産
マ
ッ
コ
リ
を
１
杯
無
料
で

飲
め
る
フ
ェ
ア
を
開
催
中
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
はhtt

ps
:

//w
w

w
.faceboo

k.com
/aT

center.japa
n

【
鳥
取
】
キ
ム
チ
を
使
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
の
技
と

味
を
競
う
韓
日
祝
祭
ハ
ン
マ

ダ
ン
「
第
１
回
韓
国
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
本
選
が
１０
月

１９
日
、
民
団
米
子
支
部
（
金

孝
行
支
団
長
）
で
開
催
さ
れ

た
。
同
地
域
初
の
試
み
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
予
選
を

通
過
し
た
６
人
が
出
場
。
多

く
の
見
学
者
、
応
援
団
が
周

り
を
取
り
囲
む
な
ど
、
に
ぎ

や
か
な
コ
ン
テ
ス
ト
に
な
っ

た
。
金
支
団
長
を
委
員
長
と

す
る
４
人
に
よ
る
投
票
の
結

果
、
「
サ
バ
の
キ
ム
チ
煮
」

の
全
乙
順
さ
ん
（
７８
）
が
優

勝
。
ア
シ
ア
ナ
航
空
提
供
の

往
復
チ
ケ
ッ
ト
を
獲
得
し
た

�
写
真
。

委
員
か
ら
は
「
懐
か
し
い

味
」
「
ご
飯
の
進
む
１
品
」

と
い
っ
た
高
い
評
価
が
寄
せ

ら
れ
た
。
優
秀
賞
は
大
原
薫

さ
ん
（
４９
）
の
「
キ
ム
チ
生

春
巻
き
２
種
」
だ
っ
た
。

同
支
部
で
は
、
反
響
が
大

き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
来
年

も
開
催
す
る
。
引
き
続
き
キ

ム
チ
講
習
会
に
入
っ
た
が
、

こ
ち
ら
も
定
員
を
大
幅
に
超

え
る
参
加
者
だ
っ
た
。

特
製
ニ
ラ
チ
ヂ
ミ

地
元
祭
り
で
紹
介

民
団
高
知
本
部

【
高
知
】
「
２
０
１
４
国

際
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
１０
月

１９
日
、
高
知
市
内
の
２
会
場

で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
県

内
民
間
国
際
交
流
・
協
力
団

体
の
活
動
を
紹
介
し
、
合
わ

せ
て
県
民
の
国
際
協
力
・
交

流
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

う
の
が
目
的
。
「
国
際
協
力

の
日
」
（
１０
月
６
日
）
を
記

念
し
て
高
知
県
国
際
交
流
協

会
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
（
国
際

協
力
機
構
四
国
支
部
）
が
毎

年
、
開
催
し
て
い
る
。

今
年
は
１１
団
体
が
参
加
。

民
団
高
知
本
部
（
鄭
慶
文
団

長
）
は
ひ
ろ
め
市
場
前
よ
さ

こ
い
広
場
で
プ
ッ
コ
チ
ュ
を

隠
し
味
に
加
え
た
ニ
ラ
チ
ヂ

ミ
を
紹
介
。
１３
時
前
に
は
昨

年
の
２
倍
用
意
し
た
食
材
も

底
を
突
い
た
。

こ
の
ほ
か
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

を
目
的
に
発
展
途
上
国
の
民

芸
品
が
展
示
販
売
さ
れ
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
各
国
の
民
族
舞

踊
や
歌
が
披
露
さ
れ
た
。

北
韓
の
抑
圧
さ
れ
た
社
会

で
た
く
ま
し
く
生
き
る
庶
民

の
姿
を
住
民
が
命
が
け
で
撮

影
し
た
「
北
朝
鮮
・
素
顔
の

人
々
」
が
、
１５
日
か
ら
東
京

・
渋
谷
区
円
山
町
の
渋
谷
シ

ネ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
で
上
映
さ
れ

る
。
ア
ジ
ア
映
画
社
代
表
の

朴
炳
陽
さ
ん
が
、
脱
北
者
支

援
関
係
者
か
ら
預
か
っ
た
長

時
間
映
像
を
も
と
に
企
画
・

原
案
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
。

撮
影
は
００
年
の
中
ご
ろ
、

咸
鏡
南
道
高
原
、
平
安
南
道

徳
川
周
辺
、
平
安
北
道
の
あ

た
り
で
。
１４
・
５
時
間
程
度

の
収
録
を
３０
分
に
編
集
し
な

お
し
た
。
朴
さ
ん
は
、
「
日

本
や
韓
国
で
も
北
の
体
制
を

支
援
・
容
認
す
る
人
々
が
い

る
こ
と
に
悲
し
み
と
危
機
感

を
感
じ
る
。
北
の
実
情
を
直

視
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

同
時
上
映
は
北
韓
建
国
４０

周
年
を
祝
う
大
が
か
り
な
パ

レ
ー
ド
や
平
壌
市
民
に
よ
る

独
裁
者
崇
拝
の
姿
を
客
観
的

に
伝
え
る
「
金
日
成
の
パ
レ

ー
ド
」
。
２８
日
ま
で
の
２
週

間
限
定
。

評
論
家
の
三
浦
小
太
郎
さ

ん
（
北
朝
鮮
帰
国
者
の
生
命

と
人
権
を
守
る
会
事
務
局

長
）
は
、
「
こ
の
２
つ
の
映

像
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
私

た
ち
は
現
代
史
の
一
つ
の
悲

劇
と
、
そ
の
悲
劇
を
耐
え
抜

き
未
来
に
向
か
お
う
と
す
る

人
々
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
感
想
を
語
っ

た
。横

浜
、大
阪
な
ど

こ
の
後
、
横
浜
ニ
ュ
ー
テ

ア
ト
ル
（
２９
日
～
）
、
東
京

の
キ
ネ
カ
大
森
（
１２
月
６
日

～
）
、
大
阪
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ

ォ（
１２
月
１３
～
１２
月
３０
日
）、

新
潟
シ
ネ
・
ウ
ィ
ン
ド
（
日

程
調
整
中
）
な
ど
で
順
次
上

映
の
予
定
。

土
曜
民
族
学
校

「
カ
ッ
チ
」始
ま
る

民
団
東
成
支
部

【
大
阪
】
民
団
大
阪
・
東

成
支
部
（
申
栄
一
支
団
長
）

で
１
日
、土
曜
民
族
学
校「
カ

ッ
チ
（
い
っ
し
ょ
に
）
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
オ
リ
ニ
１４

人
が
参
加
し
た
。

申
支
団
長
は
「
み
ん
な
で

仲
良
く
、
韓
国
の
文
化
や
言

葉
、
そ
し
て
英
語
も
楽
し
く

学
び
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
民
団
大
阪
本
部
の
許
槿

一
副
団
長
が
、
「
言
葉
や
楽

器
の
楽
し
さ
を
学
び
な
が

ら
、
韓
半
島
に
つ
な
が
る
自

ら
の
ル
ー
ツ
を
感
じ
取
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
は
民
団
大

阪
本
部
、
白
頭
学
院
、
大
阪

韓
国
教
育
院
か
ら
教
科
書
、

ペ
ン
、
チ
ャ
ン
ゴ
な
ど
の
教

材
（
目
録
）
が
贈
ら
れ
た
。

布
施
オ
リ
ニ
バ
ン
の
児
童
・

生
徒
た
ち
は
、
ソ
ル
チ
ャ
ン

ゴ
と
サ
ム
ル
ノ
リ
を
演
奏
し

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
昼
食

は
婦
人
会
東
成
支
部
（
張
敬

子
会
長
）
が
準
備
し
た
。

小
３
～
６
年
の
団
員
子

弟
、
ま
た
は
韓
国
・
朝
鮮
に

ル
ー
ツ
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
対
象
。
毎
週
土
曜
日
９
～

１３
時
、
同
支
部
で
韓
国
語
、

英
会
話
、
民
族
楽
器
、
舞
踊

な
ど
を
学
ぶ
。
２
０
０
０
円

（
教
材
、
保
険
、
昼
食
含
む
）。

団
員
が
保
護
者
の
場
合
は
１

０
０
０
円
。
同
支
部
（
０
６

・
６
９
７
６
・
２
３
３
１
）

好評のニラチヂミを焼く団員

地
域
住
民
と
共
に

民
団
千
葉
本
部
（
金
鎭
得

団
長
）は
１
日
、千
葉
市
内
の

千
葉
中
央
公
園
で
「
韓
日
友

好
の
マ
ダ
ン
」を
開
催
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た

の
は
民
団
千
葉
本
部
農
楽

隊
。
土
曜
学
校
生
徒
は
韓
国

語
の
合
唱
を
披
露
。
地
域
住

民
も
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド

演
奏
で
舞
台
に
立
っ
た
。
公

園
内
に
は
ト
ッ
ポ
ギ
や
シ
ル

ト
ッ
ク
な
ど
の
屋
台
が
軒
を

連
ね
、
一
部
で
行
列
が
で
き

た
。金

団
長
は
「
よ
き
隣
人
と

し
て
共
生
意
識
を
育
み
、
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
指
す
」
と
開
会
の
あ

い
さ
つ
。

日
赤
に
義
捐
金

東
京
韓
学
文
化
祭
実
行
委

東
京
韓
学
「
２
０
１
４
文

化
祭
実
行
委
員
会
」
は
１０
月

２９
日
、
広
島
土
砂
災
害
被
災

者
へ
の
義
捐
金
２２
万
円
を
日

本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部

（
新
宿
区
大
久
保
）に
寄
託
し

た
�
写
真
。
こ
れ
は
１０
月
４

日
に
開
催
し
た
文
化
祭
で
の

模
擬
店
収
入
の
一
部
。

実
行
委
員
会
を
代
表
し

て
、
高
等
部
生
徒
会
代
表
の

許
東
奎
君
が
東
京
都
支
部
振

興
部
の
代
隆
彦
課
長
に
手
渡

し
た
。
代
課
長
は
「
大
変
あ

り
が
た
い
。
お
金
と
一
緒
に

み
な
さ
ん
の
気
持
ち
を
現
地

に
届
け
る
」
と
約
束
し
た
。

運
動
会
で
交
流

民
団
滋
賀
本
部
（
崔
勝
甲

団
長
）
は
３
日
、
草
津
矢
橋

帰
帆
島
公
園
で
運
動
会
を
開

催
し
た
。
各
支
部
か
ら
団
員

と
そ
の
家
族
２
８
１
人
が
参

加
。
徒
競
走
な
ど
で
交
流
を

深
め
た
�
写
真
。
競
技
後
は

テ
レ
ビ
や
自
転
車
１５
台
な
ど

が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ

た
。
優
勝
は
湖
西
支
部
、
準

優
勝
は
堅
田
支
部
。

統
一
フ
ォ
ー
ラ
ム

大
阪
で
１
３
０
人
参
加

【
大
阪
】
南
北
社
会
統
合

研
究
院
主
催
の
２
０
３
０
青

年
統
一
コ
ン
サ
ー
ト
・
統
一

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
韓
半
島
統
一

ビ
ジ
ョ
ン
と
準
備
」
―
南
北

関
係
と
韓
半
島
信
頼
プ
ロ
セ

ス
が
１
日
、
大
阪
韓
国
人
会

館
で
開
か
れ
た
。

李
賢
主
駐
大
阪
総
領
事
を

は
じ
め
鄭
鉉
権
民
団
大
阪
本

部
団
長
、
金
聖
大
民
主
平
統

近
畿
協
議
会
会
長
、
民
団
、

婦
人
会
、
青
年
会
、
学
生
会

や
留
学
生
ら
１
３
０
人
が
参

加
し
た
。

農
楽
を
学
ぼ
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
へ

【
神
奈
川
】ユ
ネ
ス
コ
世
界

無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が

見
込
ま
れ
て
い
る
韓
国
伝
統

芸
能
農
楽
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
２９
、３０
の
両
日
、神
奈
川

韓
国
会
館
７
階
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
。今
年
で
７
回
目
。

内
容
は
右
道
井
邑
農
楽
、

全
体
農
楽
と
個
人
ノ
リ
。
講

師
は
韓
国
サ
ム
ル
ノ
リ
の
創

始
者
で
あ
る
金
徳
洙
さ
ん
の

弟
子
、
玄
承
勲
さ
ん
（
０７
年

世
界
サ
ム
ル
ノ
リ
競
演
会
指

導
者
賞
受
賞
）
。
希
望
者
に

は
ケ
ン
ガ
リ
、
チ
ャ
ン
ゴ
、

プ
ク
、
チ
ン
を
無
料
で
貸
し

出
す
。
初
心
者
で
も
Ｏ
Ｋ
。

両
日
と
も
１０
～
１８
時
。
定

員
４０
人
。
参
加
費
８
０
０
０

円
（
２
日
間
通
し
、
食
費
は

含
ま
れ
ず
）
。
問
い
合
わ
せ

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
民
団
国
際
協
力
セ

ン
タ
ー
（
０
４
５
・
３
１
６

・
０
８
１
５
）。

１６
日
に
落
語
会

民
団
左
京
支
部

【
京
都
】
民
団
左
京
支
部

は
１６
日
１１
時
、
同
支
部
に
落

語
家
の
桂
ち
ょ
う
ば
さ
ん
を

招
い
て
落
語
会
を
開
催
す

る
。
１０
時
３０
分
開
場
。
入
場

料
５
０
０
円
。

１２
時
か
ら
は
婦
人
会
の
手

料
理
を
食
べ
な
が
ら
の
交
流

会
も
。
同
支
部
（
０
７
５
・

７
８
１
・
４
０
６
７
）。

金
日
成
の
「
パ
レ
ー
ド
」も

在日同胞が企画

１５日から上映へ

済州国体

水
泳

２２
年
ぶ
り
に
「
金
」

サ
ッ
カ
ー

Ｐ
Ｋ
戦
で
雪
辱

ヌーボーマッコリヌヌーーボボーーママッッココリリ
極上の味わい
「１日広報大使」に南果歩さん

都
内
で
記
念
行
事

お
ま
つ
り
ム
ー
ド
一
色
に

「
コ
リ
ア
市
民
祭
」に
６
０
０
人

��キムチ料理��

民団米子 第１回コンテスト

自慢の１品競う

在
日
選
手
団海外同胞種目 半数を制覇

１１００
月月
ママ
ダダ
ンン

「北朝鮮・素顔の人々」

（４）２０１４年１１月５日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２７９３号
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婦
人
会
東
京
本
部
（
河
貴

明
会
長
）
は
、
国
際
伝
統
文

化
教
室
「
韓
国
カ
ラ
オ
ケ
」

の
人
気
講
師
、
都
瞳
勤
さ
ん

（
４３
）
に
よ
る
出
張
講
座
を

計
画
し
て
い
る
。
同
教
室
の

す
そ
野
の
拡
大
が
目
的
。

都
さ
ん
の
人
気
の
秘
密

は
、
受
講
生
を
飽
き
さ
せ
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
周
到

な
事
前
準
備
だ
。「
完
璧
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
す
る
都
さ
ん
。

曲
ご
と
に
受
講
生
の
音
程
に

合
わ
せ
た
映
像
入
り
の
カ
ラ

オ
ケ
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
手
作

り
。
教
室
で
は
自
ら
も
一
緒

に
歌
い
、踊
る
。レ
パ
ー
ト
リ

ー
も
韓
国
民
謡
か
ら
ト
ロ
ッ

ト
（
演
歌
）
、
人
気
ア
イ
ド
ル

の
最
新
曲
ま
で
と
幅
広
い
。

都
さ
ん
は
９５
年
、
韓
国
で

歌
手
デ
ビ
ュ
ー
。
デ
ュ
エ
ッ

ト
「
六
角
水
」
で
放
っ
た
「
フ

ン
ブ
ガ

キ
ガ
マ
ッ
キ
ョ
」

（
フ
ン
ブ
が
あ
き
れ
た
）は
、

第
１６
回
Ｍ
Ｂ
Ｃ
河
辺
歌
謡
祭

で
金
賞
と
人
気
賞
を
受
賞
し

た
。
日
本
で
も
カ
ラ
オ
ケ
に

収
録
さ
れ
て
い
る
人
気
曲

だ
。コ

ン
ビ
解
散
後
は
「
先
生

に
な
る
」
と
い
う
か
ね
て
か

ら
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
、

祖
父
が
働
き
、
父
が
生
ま
れ

育
っ
た
日
本
に
留
学
。
８
年

の
歳
月
を
経
て
日
本
語
能
力

試
験
（
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
１
級
に

合
格
。
指
導
教
師
の
過
程
を

経
て
正
式
に
日
本
語
教
師
１

級
の
資
格
を
取
っ
た
。
歌
を

通
じ
て
韓
日
の
懸
け
橋
に
な

る
こ
と
が
夢
だ
と
い
う
。

河
会
長
は
「
希
望
者
が
１

人
で
も
い
れ
ば
時
間
を
調
整

の
う
え
、
支
部
に
派
遣
し
た

い
」
と
話
す
。
婦
人
会
東
京

本
部
（
０
３
・
３
４
５
４
・

８
１
９
０
）。

【
大
阪
】
古
代
東
ア
ジ
ア

の
国
際
交
流
を
雅
や
か
に
再

現
す
る
大
阪
恒
例
の
お
祭
り

「
四
天
王
寺
ワ
ッ
ソ
」
（
同

実
行
委
員
会
主
催
）は
２
日
、

降
雨
の
た
め
屋
内
版
で
開
催

さ
れ
た
。

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
を
巡
行
路
と
舞
台

に
見
立
て
、
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
を
積
ん
で
き
た
学
生

や
企
業
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ら
５
０
０
人
が
色
と
り

ど
り
の
時
代
衣
装
に
身
を
包

み
、
鐘
と
太
鼓
の
音
に
合
わ

せ
て
「
ワ
ッ
ソ
」
の
か
け
声

で
勇
壮
に
舞
っ
た
。

金
剛
学
園
生
徒
は
「
天
女

の
舞
」
、
白
頭
学
院
の
生
徒

た
ち
も
朝
鮮
王
朝
の
音
楽
と

舞
を
披
露
し
た
。
観
覧
席
か

ら
は
柳
興
洙
大
使
を
は
じ

め
、保
護
者
や
引
率
の
教
師
、

地
域
住
民
ら
１
０
０
０
人
が

拍
手
で
迎
え
た
。

「
四
天
王
寺
ワ
ッ
ソ
」
は

９０
年
、
在
日
韓
国
人
系
信
用

組
合
の
関
西
興
銀
が
中
心
と

な
り
、
谷
町
９
丁
目
か
ら
四

天
王
寺
ま
で
の
谷
町
筋
を
交

通
規
制
し
て
開
催
し
た
の
が

始
ま
り
。
関
西
興
銀
の
破
綻

に
よ
る
資
金
難
の
た
め
０１
年

に
中
止
と
な
っ
た
が
、
民
団

を
は
じ
め
韓
日
の
企
業
、
団

体
、
歴
史
学
者
ら
が
発
起
人

と
な
っ
て
０３
年
に
復
活
。
場

所
を
難
波
宮
跡
に
移
し
、
か

つ
て
よ
り
規
模
を
縮
小
し
て

開
催
し
て
い
る
。

大阪国際交流センターを巡行路と舞台に見立てた公演

多くの市民の関心を集めたパネルディスカッション（神戸国際会館）

都瞳勤講師

青
年
会
の
１５
年
版
「
ハ
ン

グ
ル
月
暦
」
が
完
成
し
た
。

「
韓
日
文
化
交
流
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
０５
年
度
版
か

ら
制
作
を
開
始
し
、
今
年
で

１１
年
目
。
全
国
の
小
・
中
学

校
に
も
配
布
し
て
い
る
。

「
初
級
版
」
と
「
中
級
版
」

（
写
真
）

の
２
種
が

あ
り
、
い

ず
れ
も
１

日
１
単
語

ず
つ
３
６

５
単
語
を

収
録
。
韓

・
日
の
休
日
、
旧
暦
、
韓
国

の
こ
と
わ
ざ
も
掲
載
し
た
。

「
初
級
版
」
に
限
り
、
ハ
ン
グ

ル
に
カ
タ
カ
ナ
読
み
つ
き
。

各
版
と
も
１
５
０
０
円

（
送
料
別
）
。
全
国
の
青
年

会
と
民
団
で
取
り
扱
う
。
個

別
の
注
文
は
１
０
６
―
０
０

４
７

東
京
都
港
区
南
麻
布

１
―
７
―
３２

青
年
会
中
央

本
部
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
・
３
４

５
３
・
２
３
２
６
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
・
３
４
５
３
・
２
３
２

６
／
メ
ー
ルculture@

s
einenkai.org

）

毎
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
の
傍
ら
、
無
理
な
く
韓
国

語
の
基
礎
を
マ
ス
タ
ー
し
て

い
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
最
新
版

「
カ
ナ
ダ
ラ
手
帳

初
級
」

は
、
山
形
県
内
の
高
校
と
大

学
で
韓
国
語
と
日
本
語
、
韓

日
の
歴
史
文
化
を
教
え
て
い

る
權
純
縣
さ
ん
（
５５
）
が
、

１４
年
版
に
続
い
て
製
作
し

た
。見

開
き
１
週
間
。日
ご
と
、

週
ご
と
、
月
ご
と
に
段
階
的

に
ハ
ン
グ
ル
を
学
び
、
す
ぐ

使
え
る
用
例
が
身
に
つ
く
。

ハ
ン
グ
ル
は
大
き
く
、
発
音

記
号
と
書

き

順

入

り
。
基
本

的
な
仕
様

は
１４
年
版

と
同
様
だ

が
、
メ
モ

欄
が
大
幅

に
増
え
た
の
が
特
徴
。旧
暦
・

六
輝
・
二
十
四
節
気
・
韓
国

国
慶
日
入
り
。

現
在
、
「
中
級
」
も
準
備

中
。
頒
価
１
３
０
０
円
。
通

販
大
手
の
ア
マ
ゾ
ン
で
取
り

扱
い
中
。

【
兵
庫
】「
野
放
し
状
態
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
表
現
）
に
一
定
の
法
規
制

を
！
」。
民
団
兵
庫
本
部
（
車
得
龍
団
長
）
が
１
日
、
神
戸
市
中
央
区
の
神
戸
国
際

会
館
で
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
問
題
を
考
え
る
兵
庫
の
集
い
」
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
会

場
か
ら
国
会
議
員
の
働
き
か
け
に
期
待
す
る
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
意
を
強
く

し
た
同
本
部
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
市
民
の
声
を
集
約
し
な
が
ら
、
反
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
声
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
「
集
い
」
は
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
「
ど
う

向
き
合
う
べ
き
か
、
何
が
で

き
る
の
か
」
を
一
緒
に
な
っ

て
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
。

い
わ
ば
民
団
側
か
ら
の
問
題

提
起
だ
っ
た
。
青
年
会
兵
庫

本
部
が
主
管
。
同
胞
と
市
民

１
３
０
人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
で
車
団

長
は
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

絶
対
に
許
す
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
の
立
場
を
鮮
明
に
し

た
。
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

原
吉
三
県
議
（
自
民
党
）
と

吉
田
謙
治
神
戸
市
議
（
公
明

党
）も
同
調
し
、「
情
け
な
い
。

日
本
人
の
責
任
で
、
こ
れ
以

上
広
が
ら
な
い
よ
う
に
防
い

で
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

第
１
部
は
有
識
者
ら
６
人

に
よ
る
基
調
報
告
。
顔
ぶ
れ

は
地
元
選
出
の
国
会
議
員
、

弁
護
士
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

反
差
別
の
先
頭
に
立
つ
在
日

同
胞
当
事
者
と
多
彩
だ
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
に
対
す
る
考
え
方
を

手
短
か
に
語
っ
た
。

公
明
党
の
中
野
洋
昌
衆
議

院
議
員
（
兵
庫
８
区
）
は
、

８
月
に
自
民
党
、
９
月
に
は

公
明
党
で
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
が
発
足
し
た
と
報
告
。

「
党
内
で
は
各
国
の
法
規
制

状
況
を
検
討
し
、
論
点
の
整

理
を
急
い
で
い
る
と
こ
ろ
。

早
急
に
結
論
を
出
し
て
政
府

に
申
し
入
れ
て
い
く
。
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
が
社
会
的
に
許

さ
れ
な
い
と
い
う
思
い
を
持

っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

そ
の
た
め
に
努
力
す
る
」
と

強
調
し
た
。

第
２
部
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
。
討
議
に
先
だ

っ
て
、
会
場
か
ら
パ
ネ
リ
ス

ト
に
対
す
る
質
問
と
意
見
が

回
収
さ
れ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
進
行
役
と

し
て
す
べ
て
に
目
を
通
し
た

民
団
兵
庫
本
部
の
金
相
英
事

務
局
長
に
よ
れ
ば
、
書
面
で

意
見
を
寄
せ
た
８
割
が
、「
国

会
で
早
急
に
取
り
締
ま
り
の

た
め
の
法
律
を
つ
く
れ
」と
、

中
野
議
員
に
期
待
す
る
も
の

だ
っ
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
表
現
の
自
由
」
と
の
兼

ね
合
い
の
な
か
で
包
括
的
な

「
差
別
禁
止
法
」
を
ど
う
や

っ
て
つ
く
っ
て
い
く
の
か
に

議
論
が
集
中
し
た
。た
だ
し
、

「
リ
ベ
ラ
ル
、人
権
派
と
呼
ば

れ
る
弁
護
士
ほ
ど
表
現
の
自

由
が
大
切
と
考
え
る
ね
じ
れ

現
象
が
あ
る
」
と
さ
れ
る
だ

け
に
、
「
時
間
が
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
」と
の
指
摘
も
。

議
論
の
結
果
、
国
に
対
し

て
は
こ
れ
か
ら
も
差
別
禁
止

法
を
要
望
し
て
い
く
一
方

で
、
「
自
治
体
に
も
差
別
煽

動
団
体
に
公
共
の
会
館
を
使

わ
せ
な
い
、
道
路
の
使
用
許

可
を
与
え
な
い
と
い
っ
た
働

き
か
け
を
強
め
て
い
く
べ
き

だ
」と
の
考
え
で
一
致
し
た
。

こ
の
日
の
集
い
を
終
え
て

金
事
務
局
長
は
、
「
今
日
は

第
一
歩
。
こ
れ
か
ら
も
神
戸

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
問
題

提
起
の
声
を
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
新
た
に
し

て
い
た
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
反
対
と

差
別
撤
廃
を
訴
え
る
「
東
京

大
行
進
２
０
１
４
」が
２
日
、

新
宿
区
内
で
行
わ
れ
、
昨
年

を
上
回
る
２
８
０
０
人
（
主

催
者
発
表
）
の
参
加
者
を
集

め
た
。
参
議
院
議
員
の
小
池

晃
さ
ん
や
有
田
芳
生
さ
ん
も

行
進
に
加
わ
っ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
差
別

の
な
い
世
界
を
、
子
ど
も
た

ち
へ
」
。
主
催
団
体
の
「
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｔ

Ｅ
」
で
は
「
こ
れ
か
ら
の
未

来
を
担
う
存
在
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
を
、
差
別
さ
れ
る
側

に
も
、
す
る
側
に
も
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
考
え
た
と
い

う
。
趣
旨
に
賛
同
し
た
参
加

者
の
中
に
は
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
押
す
若
い
主
婦
や
、
幼
児

を
連
れ
た
男
性
の
姿
も
見
ら

れ
た
。

１２
時
３０
分
過
ぎ
、
「
行
く

ぞ
！
」
の
か
け
声
と
と
も
に

４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
出

発
。
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
は
主
催

団
体
で
あ
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」
が
運

営
。
「
日
本
政
府
に
対
し
、

人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
誠
実

な
履
行
」
を
求
め
、
最
後
尾

で
は
マ
ー
チ
ン
グ
・
バ
ン
ド

が
、
米
プ
ロ
テ
ス
ト
ソ
ン
グ

の
代
表
曲「
勝
利
を
我
ら
に
」

を
高
ら
か
に
演
奏
し
た
。

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
「
差

別
反
対
東
京
ア
ク
シ
ョ
ン
」

の
石
野
雅
之
代
表
が
、
ト
ラ

ン
ス
メ
ガ
ホ
ン
を
持
っ
て
先

頭
を
歩
き
、
「
人
種
差
別
撤

廃
条
約
を
履
行
し
、
都
条
例

で
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
対
策

を
行
う
こ
と
」
を
訴
え
た
。

韓
服
を
着
た
女
性
や
、
チ
ャ

ン
ゴ
を
手
に
参
加
し
た
在
日

同
胞
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

第
３
、
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

先
頭
の
サ
ウ
ン
ド
・
カ
ー
か

ら
大
音
量
の
音
楽
が
流
れ

た
。
参
加
者
は
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
な
が
ら
「
ノ
ー
ヘ
イ

ト
！
」
を
叫
び
続
け
た
。
新

宿
中
央
公
園
を
出
発
し
た
一

行
は
、
新
宿
駅
を
反
時
計
回

り
に
一
周
し
な
が
ら
集
合
地

点
に
戻
っ
た
。

解
散
後
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
上

に
は
早
速
、「
素
晴
ら
し
い
フ

ィ
ナ
ー
レ
！
」「
大
成
功
」
と

い
っ
た
文
字
が
見
ら
れ
た
。

手作りのプラカードを掲げて行進する参加者たち

食
欲
の
秋
。
こ
の
時
期
、

真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
旬
の

野
菜
と
い
え
ば
サ
ツ
マ
イ
モ

だ
。
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、

収
穫
の
喜
び
も
ま
た
格
別
な

も
の
が
あ
る
。
各
地
の
民
団

は
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
づ

く
り
に
と
芋
掘
り
を
実
施
し

た
。

昨
年
上
回
る
収
穫

民
団
東
京
・
江
戸
川
支
部

（
李
鍾
郁
支
団
長
）
は
１０
月

２５
日
、
民
団
中
央
本
部
の
金

豊
成
監
察
委
員
の
所
有
す
る

約
５
０
０
坪
で
「
第
２
回
秋

の
収
穫
祭
」
を
行
っ
た
。
オ

リ
ニ
１７
人
を
含
む
５２
人
が
参

加
し
た
。

同
支
部
は
こ
の
日
に
備
え

て
春
先
に
１
５
０
０
株
の
種

い
も
を
植
え
た
。
オ
リ
ニ
は

土
の
中
か
ら
次
々
に
掘
り
出

す
と
、「
で
か
ー
い
」「
じ
い

ち
ゃ
ん
、
こ
ん
な
に
と
れ
た

よ
」
と
大
喜
び
。
同
時
に
落

花
生
や
里
芋
も
収
穫
し
た
。

同
行
し
た
民

団
中
央
本
部
の

韓
在
銀
監
察
委

員
長
（
同
支
部

常
任
顧
問
）は
、

「
日
ご
ろ
土
に

触
れ
る
機
会
の

な
い
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は

こ
れ
が
い
ち
ば

ん
い
い
思
い
出

に
な
る
ん
で
す
」
と
目
を
細

め
て
い
た
。

約
２
時
間
か
け
て
昨
年
を

上
回
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分

相
当
を
収
穫
し
た
。
毎
朝
、

欠
か
さ
ず
苗
床
の
手
入
れ
を

行
っ
て
き
た
金
監
察
委
員

は
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に

満
足
げ
だ
。

民
団
千
葉
本
部
（
金
鎮
得

団
長
）
も
こ
の
日
、
親
子
連

れ
３０
人
余
り
で
参
加
。
金
監

察
委
員
が
準
備
し
た
別
の
場

所
で
初
め
て
の
芋
掘
り
を
楽

し
ん
だ
。収
穫
を
終
え
る
と
、

民
団
江
戸
川
支
部
と
一
緒
に

な
っ
て
焼
肉
を
メ
ー
ン
と
す

る
食
事
を
楽
し
ん
だ
。

日
韓
協
と
共
催
で

民
団
東
京
・
葛
飾
支
部（
李

徳
和
支
団
長
）は
１０
月
２５
日
、

同
区
内
で
芋
掘
り
大
会
を
開

催
し
た
。
同
支
部
は
数
年
前

か
ら
東
水
元
の
貸
し
農
園
と

契
約
を
結
ん
で
い
る
。
葛
飾

区
日
韓
親
善
協
会
（
左
近
允

尚
典
会
長
）
と
共
催
し
た
。

家
族
連
れ
の
参
加
者
が
目

立
ち
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

も
ス
コ
ッ
プ
を
手
に
し
て
大

喜
び
だ
っ
た
。

４
世
代
６０
人
参
加

民
団
京
都
・
左
京
支
部（
金

光
鳳
支
団
長
）は
１０
月
２６
日
、

区
内
大
原
の
農
地
で
初
め
て

の
芋
掘
り
を
実
施
。
お
年
寄

り
か
ら
子
ど
も
ま
で
４
世
代

６０
人
が
参
加
し
た
。

普
段
か
ら
草
刈
り
な
ど
に

忙
殺
さ
れ
て
き
た
世
話
役
の

婦
人
会
左
京
支
部
（
金
幸
子

会
長
）は
、「
土
壌
が
硬
く
、

満
足
で
き
る
芋
が
収
穫
で
き

る
か
不
安
だ
っ
た
」
と
い
う

が
、
思
い
が
け
な
い
ほ
ど
の

収
穫
に
胸
を
な
で
お
ろ
し
て

い
た
。

Ｊ
１
昇
格
決
め
る

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
戦
線
を

「
異
次
元
の
強
さ
」
で
独
走

す
る
�
貴
裁
監
督
率
い
る
湘

南
ベ
ル
マ
ー
レ
（
神
奈
川
県

平
塚
市
）
が
念
願
の
Ｊ
１
復

帰
を
決
め
た
。
強
さ
の
秘
訣

は
昨
年
を
上
回
る
攻
撃
の
厚

み
と
精
度
だ
。
平
均
年
齢
２３

歳
。
全
員
、
限
界
を
超
え
て

走
り
続
け
、
波
状
攻
撃
を
仕

掛
け
る
。
こ
れ
は
Ｊ
１
の
チ

ー
ム
に
も
な
か
な
か
み
ら
れ

な
い
も
の
と
さ
れ
る
。

収穫に胸を張るオリニ（江戸川）

慰霊之塔前での焼香

日
本
で
は
近

年
、
１
人
で
余

暇
を
過
ご
す
人

が
増

え

て

い

る
。
よ
く
言
わ

れ
る
「
お
ひ
と

り
さ
ま
」
現
象

だ
。
韓
国
で
も

「
ナ
ホ
ル
ロ（
私

は
ひ
と
り
）族
」

と
い
う
言
葉
が

生
ま
れ
た
。

家
族
か
ら
独
立
し
、
結
婚
も
せ
ず

に
一
人
暮
ら
し
に
逃
げ
込
ん
で
い
る

若
者
が
韓
日
で
増
加
し
て
い
る
の

だ
。
情
報
伝
達
技
術
が
発
達
し
、「
い

つ
で
も
会
え
る
」
と
い
う
安
心
感
か

ら
家
族
と
距
離
を
置
い
て
る
よ
う
に

も
見
受
け
ら
れ
る
。

確
か
に
１
人
で
過
ご
す
休
日
と
い

う
の
も
時
に
は
大
切
だ
。
し
か
し
そ

れ
も
度
が
過
ぎ
れ
ば
周
囲
や
家
族
と

の
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
そ
の
う
ち

「
ひ
と
り
」
か
ら
「
独
り
」
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

心
配
も
す
る
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
以
前
か
ら
関
心

が
あ
っ
た
日
本
の
伝
統
芸
能
、
文
楽

を
初
め
て
見
た
。
演
目
は
「
傾
城
阿

波
の
鳴
門
」
の
「
巡
礼
歌
の
段
」
で

あ
っ
た
。

訳
あ
っ
て
盗
賊
と
な
っ
た
夫
と
暮

ら
す
お
弓
の
家
に
、
ひ
と
り
の
女
の

子
が
訪
れ
る
。
話
す
う
ち
に
彼
女
が

故
郷
に
お
い
て
き
た
娘
お
つ
る
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
両
親
と
の
再
会

を
願
う
お
つ
る
の
健
気
さ
と
、
夫
が

盗
賊
で
あ
る
が
ゆ
え
に
母
で
あ
る
こ

と
を
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
お
弓
の
苦

悩
が
巧
み
に
演
出
さ
れ
て
い
た
。

家
族
を
想
い
合
う
心
に
思
わ
ず
目

頭
が
熱
く
な
っ
た
。
涙
を
流
す
若
い

観
客
も
少
な
く
な
い
。
親
子
、
兄
弟

問
わ
ず
人
と
し
て
情
を
求
め
る
の
は

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
ろ

う
と
感
じ
入
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
詩
人
、
ゲ
ー
テ
は
「
王

様
で
あ
ろ
う
と
、百
姓
で
あ
ろ
う
と
、

自
己
の
家
庭
の
平
和
を
見
い
だ
す
者

が
、い
ち
ば
ん
幸
福
な
人
間
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

家
族
で
過
ご
す
休
日
と
１
人
で
過

ご
す
休
日
、
ど
ち
ら
が
好
き
か
は
そ

れ
ぞ
れ
だ
が
、
欲
張
り
な
僕
と
し
て

は
両
方
の
良
さ
を
満
喫
し
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

（
Ｋ
）

沖
縄
戦
の
韓
国
人

犠
牲
者
を
し
の
ぶ

民
団
沖
縄
主
催
例
大
祭

【
沖
縄
】
太
平
洋
戦
争
中

に
韓
半
島
か
ら
沖
縄
に
徴

兵
、
徴
用
さ
れ
、
現
地
で
亡

く
な
っ
た
約
１
万
人
の
犠
牲

者
を
偲
ぶ
例
大
祭
が
１０
月
２５

日
、
糸
満
市
摩
文
仁
の
平
和

記
念
公
園
の
一
角
に
建
つ

「
韓
国
人
慰
霊
之
塔
」
前
で

行
わ
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
民
団

沖
縄
本
部
の
朴
英
玉
団
長
が

あ
い
さ
つ
。
韓
国
伝
統
舞
踊

家
の
金
順
子
さ
ん
が
、
白
い

布
を
持
ち
、
虚
空
に
さ
ま
よ

う
無
数
の
霊
魂
を
す
く
い
取

る
か
の
よ
う
な
所
作
で
「
鎮

魂
の
舞
踏
」
を
披
露
し
た
。

大
祭
に
は
駐
福
岡
総
領
事

館
の
朴
鎭
雄
総
領
事
、
沖
縄

県
日
韓
親
善
協
会
の
関
係

者
、
沖
縄
県
知
事
代
理
な
ど

を
含
め
１
０
０
人
余
り
が
参

列
し
た
。

生
野
区
で
慰
霊
祭

在
日
韓
民
族
仏
教
徒
総
連

【
大
阪
】
在
日
本
韓
民
族

仏
教
徒
総
連
合
会
（
呉
徳
浩

会
長
、
誠
願
寺
住
職
）
は
１８

日
、
大
阪
市
生
野
区
の
「
コ

リ
ア
タ
ウ
ン
」
に
隣
接
す
る

玉
ね
ぎ
公
園
で
「
日
韓
合
同

慰
霊
大
祭
」
を
開
催
し
た
。

韓
国
の
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
事

故
や
広
島
の
土
砂
災
害
、
東

日
本
お
よ
び
淡
路
大
震
災
な

ど
、
す
べ
て
の
犠
牲
者
を
供

養
す
る
も
の
。

同
連
合
会
の
金
光
徳
名
誉

会
長
（
宝
厳
寺
住
職
）
は
、

「
清
ら
か
な
気
持
ち
で
、
宇

宙
い
っ
ぱ
い
の
気
を
集
め
、

世
の
中
が
平
和
で
あ
る
こ
と

を
祈
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

加
盟
寺
院
の
住
職
ら
は
、

「
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
」
内
を
練

り
歩
き
、
御
幸
橋
上
の
平
野

川
に
向
け
て
小
さ
な
供
養
船

を
掲
げ
、
お
経
を
唱
え
な
が

ら
犠
牲
者
ら
の
冥
福
を
祈
っ

た
。

�固くもはかない家族の絆�

人
気
講
師
を
派
遣

民団兵庫 市民と考える集い

「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
履
行
を
」

２
８
０
０
人
都
心
を
デ
モ

婦人会東京本部

「韓国カラオケ」

各支部で開講へ

「
四
天
王
寺
ワ
ッ
ソ
」
屋
内
版

雨
の
た
め
規
模
縮
小

「
ハ
ン
グ
ル
月
暦
」

生
活
密
着
の
韓
国
語
学
習

１５
年
版
完
成

生生
活活
密密
着着
のの
韓韓
国国
語語
学学
習習

「
カ
ナ
ダ
ラ
手
帳
」

芋芋
掘掘
りり
でで
実実
りり
のの
秋秋
満満
喫喫

有
識
者
ら
６
人
が
討
論

ヘヘイイトトススピピーーチチ
包包囲囲網網 神神戸戸ででもも

第２７９３号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１４年１１月５日（水曜日）（５）
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サムルノリ

コンサート 茶碗展

韓
国
の
国
民
的
画
家
、
イ

・
ジ
ュ
ン
ソ
プ
（
李
仲
燮
、

１
９
１
６
～
５６
年
）
と
そ
の

日
本
人
妻
、
山
本
方
子
さ
ん

（
９２
、
東
京
都
在
住
、
韓
国

名
李
南
徳
）の
愛
を
描
い
た
、

酒
井
充
子
監
督
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
ふ
た
つ
の

祖
国
、
ひ
と
つ
の
愛
～
イ
・

ジ
ュ
ン
ソ
プ
の
妻
～
」
（
配

給
�
太
秦
）
が
１２
月
１３
日
か

ら
、
東
京
・
中
野
区
の
ポ
レ

ポ
レ
東
中
野
ほ
か
で
順
次
全

国
公
開
さ
れ
る
。

「
ふ
た
つ
の
祖
国
…
」は
、

植
民
地
時
代
、
南
北
分
断
、

韓
国
戦
争
と
い
う
激
動
の
時

代
を
経
て
、
仲
燮
亡
き
後
も

一
途
な
愛
を
貫
く
、
山
本
さ

ん
の
現
在
の
姿
を
映
し
出

す
。
「
韓
牛
」
の
絵
で
著
名

な
仲
燮
は
苦
難
の
時
代
を
生

き
、
死
後
に
伝
説
と
な
っ
た

悲
運
の
画
家
だ
。

山
本
さ
ん
は
３９
年
、
文
化

学
院
美
術
部
に
入
学
し
、
韓

国
か
ら
の
留
学
生
、
仲
燮
と

出
会
う
。
仲
燮
は
ソ
ウ
ル
で

開
か
れ
た
展
覧
会
に
出
品
す

る
た
め
に
帰
郷
す
る
が
、
戦

況
が
悪
化
し
、
東
京
に
戻
れ

な
く
な
っ
た
。
４５
年
３
月
、

山
本
さ
ん
は
単
身
、
韓
国
に

渡
り
、
仲
燮
の
故
郷
で
あ
る

元
山
で
結
婚
、
李
南
徳
と
し

て
生
き
て
行
く
。
映
画
で
は

２
人
の
挙
式
写
真
が
紹
介
さ

れ
る
。
満
ち
足
り
た
表
情
が

印
象
的
だ
。

辛
い
別
れ
が
そ
の
後
に
訪

れ
る
。
分
断
下
に
南
北
そ
れ

ぞ
れ
の
政
権
が
樹
立
さ
れ
、

対
立
が
激
化
す
る
な
か
、
５０

年
６
月
２５
日
、
韓
国
戦
争
が

勃
発
。
戦
火
と
貧
困
に
追
わ

れ
、
釜
山
、
そ
し
て
済
州
島

へ
と
移
り
住
む
。
５２
年
、
体

調
を
崩
し
た
山
本
さ
ん
と
２

人
の
子
ど
も
は
日
本
に
帰

り
、
離
れ
離
れ
に
。
２
人
に

と
っ
て
唯
一
の
通
信
手
段
だ

っ
た
手
紙
は
２
０
０
通
以
上

に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。

仲
燮
が
家
族
と
の
再
会
を

果
た
し
た
の
は
、
特
別
滞
在

許
可
を
得
て
、
一
週
間
足
ら

ず
日
本
に
滞
在
し
た
時
だ
け

だ
。
こ
れ
が
家
族
と
の
最
後

の
別
れ
と
な
っ
た
。

生
前
、
キ
ャ
ン
バ
ス
も
買

え
な
い
ほ
ど
貧
し
か
っ
た
仲

燮
は
そ
の
後
、心
身
を
病
み
、

誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
３９
歳
で

亡
く
な
っ
た
。

山
本
さ
ん
は
再
婚
し
な
か

っ
た
。
「
一
筋
ね
」
と
、
仲

燮
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い

る
。
全
編
に
一
途
な
愛
と
信

頼
で
結
ば
れ
た
夫
婦
の
姿
が

映
し
出
さ
れ
る
。

ポ
レ
ポ
レ
東
中
野
（
０
３

・
３
３
７
１
・
０
０
８
８
）。

上
映
会
場
情
報
は
公
式
サ
イ

ト
（http

://u–picc.co
m

/
Joongseopsw

ife
/

）。

韓
国
文
化
財
庁
は
７
日
、

５
年
に
わ
た
る
復
元
工
事
を

終
え
て「
大
韓
帝
国
歴
史
館
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
徳

寿
宮
の
石
造
殿
を
公
開
し

た
。石

造
殿
は
、
大
韓
帝
国
光

武
皇
帝
（
高
宗
の
大
韓
帝
国

期
の
呼
称
）
執
務
空
間
と
し

て
１
９
１
０
年
に
完
工
し

た
。
そ
の
後
、
植
民
地
時
代

に
は
徳
寿
宮
美
術
館
、
李
王

家
美
術
館
と
し
て
、
開
放
後

は
米
ソ
共
同
委
員
会
な
ど
が

会
議
室
と
し
て
使
っ
た
後
、

国
立
現
代
美
術
館
、
宮
中
遺

物
展
示
館
、
徳
寿
宮
管
理
所

な
ど
、
多
様
な
目
的
で
形
を

変
え
て
き
た
。

事
業
費
１
４
１
億
�
（
約

１４
億
２
４
０
０
万
円
）
を
投

じ
た
今
回
の
復
元
作
業
は
、

１
８
９
８
年
、
英
国
人
ハ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
設
計
立
面
図
の

青
写
真
、
日
本
の
浜
松
市
立

図
書
館
で
見
つ
か
っ
た
平
面

図
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
証

資
料
と
各
界
専
門
家
の
検
証

を
基
に
行
わ
れ
た
。

復
元
諮
問
委
員
で
あ
る
京

畿
大
建
築
設
計
学
科
の
ア
ン

・
チ
ャ
ン
モ
教
授
は
「
石
造

殿
は
植
民
史
観
で
歪
め
ら
れ

た
高
宗
の
自
主
的
な
近
代
化

の
意
志
が
実
践
さ
れ
た
建
物

で
、
大
韓
帝
国
歴
史
復
元
の

ひ
と
つ
の
道
が
開
か
れ
た
」

と
評
価
し
た
。

石
造
殿
内
部
に
は
竣
工
当

時
、
純
貞
孝
皇
后
の
寝
室
と

し
て
設
計
さ
れ
た
が
、
翌
年

に
皇
后
が
亡
く
な
っ
た
た
め

使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
寝
室
�
写
真
�
も
復
元
さ

れ
た
。

２
０
０
０
年
の
こ
と
で
す
。

わ
た
し
は
ま
だ
作
家
デ
ビ
ュ
ー

す
る
前
で
し
た
が
、
ア
ジ
ア
の

児
童
文
学
を
話
し
合
う
会
議
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
日

本
の
先
輩
作
家
た
ち
が
、
熱
心

に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

「
韓
国
の
絵
本
が
、
よ
う
や

く
日
本
で
出
版
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
で
も
、
か
な
り

苦
戦
し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か

書
店
に
置
い
て
も
ら
え
て
い
ま

せ
ん
」

「
こ
の
絵
本
だ
っ
て
『
韓
国

の
絵
本
な
ん
て
売
れ
な
い
』と
、

い
く
つ
も
の
出
版
社
に
断
ら
れ

ま
し
た
。
何
と
か
出
し
て
も
ら

っ
た
の
で
、
せ
め
て
初
版
だ
け

で
も
売
り
切
ら
な
い
と
。
み
な

さ
ん
の
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ

い
！
」

ま
さ
に
そ
の
と
き
の
絵
本

が
、
今
回
紹
介
す
る
『
こ
い
ぬ

の
う
ん
ち
』（
原
題

）

な
の
で
す
。
わ
た
し
が
生
ま
れ

て
は
じ
め
て
出
あ
っ
た
韓
国
絵

本
で
し
た
。
す
ぐ
に
そ
の
場
で

３０
冊
を
注
文
し
、
一
生
懸
命
に

売
っ
た
こ
と
を
今
で
も
は
っ
き

り
覚
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
絵
本
は
、「
韓

国
の
絵
本
な
ん
て
売
れ
な
い
」

と
冷
や
や
か
に
見
て
い
た
人
た

ち
の
予
想
を
大
き
く
裏
切
り
、

朗
読
Ｃ
Ｄ
や
ア
ニ
メ
化
さ
れ
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
発
売
さ
れ
る
ま
で
の

大
ヒ
ッ
ト
絵
本
と
な
り
ま
し

た
。
お
か
げ
で
そ
の
後
は
、
先

を
争
う
か
の
よ
う
に
韓
国
絵
本

が
出
版
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
し

た
。日

本
に
お
け
る
韓
流
ブ
ー
ム

の
き
っ
か
け
は
、
２
０
０
３
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
「
冬

の
ソ
ナ
タ
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
で
も
す
で
に
、
韓
国
絵
本

ブ
ー
ム
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
こ

と
を
記
憶
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
そ
の
陰
に
は
、
多

く
の
日
本
の
方
た
ち
の
努
力
が

あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
の

児
童
文
学
者
た
ち
が
、

こ
の
本
の
出
版
に
向
け

て
奔
走
し
た
の
に
は
理
由
が
あ

り
ま
し
た
。
物
語
を
書
い
た
ク

ォ
ン
・
ジ
ョ
ン
セ
ン
先
生
は
、

１
９
３
７
年
に
東
京
の
貧
民
街

で
生
ま
れ
、
１
９
４
６
年
に
帰

国
し
ま
し
た
。
日
本
と
の
係
わ

り
が
深
い
作
家
な
の
で
す
。

日
本
に
い
た
頃
、
ジ
ョ
ン
セ

ン
少
年
は
、
父
親
が
お
金
に
換

え
る
た
め
に
拾
っ
て
き
た
古
本

の
な
か
か
ら
絵
本
や
童
話
を
探

し
だ
し
、
ひ
た
す
ら
読
み
ふ
け

り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
宮
沢

賢
治
の
本
も
あ
り
、
賢
治
を
尊

敬
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
や

が
て
宮
沢
賢
治
と
並
び
称
さ
れ

る
ほ
ど
の
、
韓
国
を
代
表
す
る

児
童
文
学
作
家
と
な
っ
た
の
で

し
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
の
絵
本

が
韓
国
の
絵
本
の
な
か
で
も
特

別
な
存
在
だ
か
ら
で
す
。
こ
の

絵
本
の
も
と
と
な
っ
た
の
は
、

１
９
６
９
年
に
「
第
１
回
キ
リ

ス
ト
教
児
童
文
学
賞
」
を
受
賞

し
た
３０
枚
程
度
の
短
編
童
話
で

し
た
。
１
９
９
６
年
に
絵
本
と

し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
そ
れ
ま
で
韓
国
で
は
、
絵

本
と
い
え
ば
欧
米
の
翻
訳
も
の

ば
か
り
。
金
髪
に
青
い
瞳
の
王

子
と
お
姫
さ
ま
が
で
て
く
る
も

の
―
と
し
か
考
え
な
か
っ
た
人

び
と
の
認
識
を
も
変
え
た
の
で

す
。
そ
う
で
す
。
韓
国
の
絵
本

は
、
『
こ
い
ぬ
の
う
ん
ち
』
で

変
わ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

物
語
の
主
人
公
は
子
イ

ヌ
の
う
ん
ち
。
韓
国
で
イ

ヌ
の
う
ん
ち
と
い
え
ば
、

何
の
役
に
も
立
た
な
い
物

の
た
と
え
と
し
て
、
し
ば

し
ば
こ
と
わ
ざ
に
も
登
場

し
ま
す
。
ぼ
く
は
き
た
な

い
う
ん
ち
だ
っ
た
ん
だ
。

だ
れ
の
役
に
も
立
た
な
い

ん
だ
…
…
。
自
ら
の
存
在

価
値
を
見
い
だ
せ
な
か
っ

た
う
ん
ち
が
、
生
き
る
意

味
を
知
る
物
語
で
す
。

目
立
た
な
い
も
の
や
、

弱
い
も
の
に
対
す
る
優
し
さ
が

こ
め
ら
れ
た
こ
の
名
作
は
、
日

本
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、

台
湾
、
中
国
で
翻
訳
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
絵
本
作
家
）

日本映画

�上
２
人
の
挙
式
写
真
�下
現
在
の
山
本
さ
ん
�
�Ｃ
２
０
１
３
天
空
／
ア
ジ
ア
映
画
社
／
太
秦

キム・ファン

１

キム・ファン １９６０
年京都市生まれ。絵本
作家、児童文学作家。
作品に『サクラ―日本
から韓国へと渡ったゾ
ウたちの物語』（第１
回子どものための感動
ノンフィクション大賞
最優秀作品／学研教育
出版）、『きせきの海を
うめたてないで！』（童
心社）、韓国で『巣箱』
（第４回ＣＪ絵本賞）、
『人間の古くからの友
だち―イヌ』（文化体
育教育部優秀教養図
書）など、韓日で多数。

任
務
遂
行
の
た
め
に
理
想

の
家
族
を
演
じ
る
４
人
の
北

韓
ス
パ
イ
た
ち
の
姿
を
描
い

た
、
キ
ム
・
ギ
ド
ク
制
作
・

脚
本
・
編
集
の
「
レ
ッ
ド
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
（
配
給
�
ギ

ャ
ガ
）
が
東
京
・
新
宿
区
の

新
宿
武
蔵
野
館
ほ
か
で
順
次

全
国
公
開
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
３
年
、
第
２８
回
東

京
国
際
映
画
祭
の
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
部
門
に
出
品
し
、

圧
倒
的
な
支
持
を
集
め
て

「
観
客
賞
」
を
受
賞
し
た
。

今
回
、
キ
ム
・
ギ
ド
ク
が
監

督
に
指
名
し
た
の
が
、
フ
ラ

ン
ス
で
映
画
と
デ
ジ
タ
ル
・

ア
ー
ト
を
学
び
、
こ
れ
が
長

編
映
画
監
督
デ
ビ
ュ
ー
作
と

な
る
イ
・
ジ
ュ
ヒ
ョ
ン
だ
。

人
も
羨
む
仲
む
つ
ま
じ
い

家
族
は
、
実
は
北
韓
の
ス
パ

イ
集
団
「
ツ
ツ
ジ
班
」
�
写

真
。
威
厳
の
あ
る
祖
父
（
ソ

ン
・
ビ
ョ
ン
ホ
）
、
優
し
い

夫
（
チ
ョ
ン
・
ウ
）
、
お
し

と
や
か
で
貞
淑
な
妻
（
キ
ム

・
ユ
ミ
）
、
彼
ら
を
敬
う
娘

（
パ
ク
・
ソ
ヨ
ン
）
は
、
ま

さ
に
理
想
の
韓
国
家
族
。
と

こ
ろ
が
、
家
に
入
り
ド
ア
を

閉
め
る
と
妻
役
の
班
長
は
豹

変
す
る
。
物
を
放
り
投
げ
た

り
、
鬼
の
よ
う
な
形
相
で
祖

父
の
足
を
蹴
り
あ
げ
た
り
も

す
る
。

今
日
も
隣
の
韓
国
人
一
家

は
、
く
だ
ら
な
い
こ
と
で
言

い
争
っ
て
い
る
。
自
分
勝
手

な
夫
、家
事
の
で
き
な
い
妻
、

人
生
に
疲
れ
た
祖
母
、
い
じ

め
ら
れ
っ
子
の
息
子
。
ス
パ

イ
一
家
は
隣
の
家
族
を
「
資

本
主
義
の
限
界
」
と
バ
カ
に

し
て
い
た
が
、
偽
り
の
な
い

感
情
を
ぶ
つ
け
合
う
家
族
の

姿
に
次
第
に
心
を
動
か
さ
れ

て
い
く
。
や
が
て
任
務
に
、

そ
し
て
人
生
そ
の
も
の
に
疑

問
を
感
じ
始
め
た
ス
パ
イ
た

ち
。そ

ん
な
中
、
夫
役
の
ス
パ

イ
の
妻
が
脱
北
に
失
敗
し
た

と
聞
い
た
班
長
は
、
手
柄
を

立
て
て
助
け
よ
う
と
す
る

が
、
逆
に
大
失
態
を
犯
し
て

し
ま
う
。
母
国
に
残
し
た

各
々
の
家
族
の
命
と
引
き
換

え
に
４
人
に
与
え
ら
れ
た
最

後
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ
れ
は

堕
落
ま
る
だ
し
の
「
隣
の
家

族
の
暗
殺
」
だ
っ
た
。

鬼
才
キ
ム
・
ギ
ド
ク
が
南

北
統
一
を
心
か
ら
願
っ
て
書

い
た
と
い
う
脚
本
は
、
普
遍

的
な
家
族
愛
を
際
立
た
せ
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
胸
を
ゆ
さ
ぶ

る
。
隣
の
家
族
が

起
こ
す
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
て

い
く
う
ち
に
、
本

物
の
家
族
の
姿
に

憧
れ
を
抱
き
、
ニ

セ
家
族
で
も
心
を

開
き
始
め
る
ス
パ

イ
た
ち
の
心
の
変

化
は
見
逃
せ
な

い
。上

映
劇
場
情
報

は
公
式
サ
イ
ト

（http
://redf

am
ily.gaga.n

e.jp/

）。

韓国映画

左から中国版、台湾版、ポーランド版

韓
国
文
化
財
庁
は
１０
月
３０

日
、
「
発
掘
機
関
の
ソ
ン
リ

ム
文
化
座
研
究
院
が
、
慶
尚

北
道
義
城
郡
の
錦
城
山
の
古

墳
群
で
、
金
銅
官
帽
な
ど
の

遺
物
１
０
０
０
点
余
り
を
発

掘
し
た
」と
明
ら
か
に
し
た
。

今
回
、
調
査
し
た
古
墳
４

基
は
、
遺
体
を
埋
め
る
空
間

の
主
槨
と
、
副
葬
品
倉
庫
の

副
槨
か
ら
な
っ
て
い
る
。
構

造
上
、
槨
の
周
辺
を
石
で
埋

め
た
積
石
木
槨
墓
の
一
種
と

見
ら
れ
る
。

金
銅
官
帽
は
、
頭
の
て
っ

ぺ
ん
に
、
し
ゃ
も
じ
の
形
の

装
飾
棒
が
つ
い
て
い
る
。
飾

り
棒
の
つ
い
た
金
銅
官
帽

が
、
新
羅
圏
域
の
中
で
、
慶

州
以
外
の
地
域
で
発
掘
さ
れ

た
の
は
初
め
て
だ
。

金
銅
官
帽
の
ほ
か
、
装
飾

品
の
冠
飾
や
銀
製
ベ
ル
ト
、

太
い
輪
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
ガ

ラ
ス
の
首
飾
り
、
銀
で
で
き

た
圭
頭
大
刀
、
三
葉
文
環
頭

大
刀
、
金
銅
鞍
な
ど
、
最
上

位
の
身
分
を
象
徴
す
る
遺
物

が
一
挙
に
出
て
き
た
。

同
院
の
パ
ク
・
グ
ァ
ン
ヨ

ル
氏
は
「
官
帽
や
官
飾
が
今

回
の
よ
う
に
、
一
緒
に
見
つ

か
っ
た
の
は
珍
し
い
こ
と
。

新
羅
中
央
政
府
に
対
し
、
相

当
独
自
的
な
政
治
勢
力
が
義

城
地
域
に
存
在
し
た
こ
と
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
話
し
た
。

真
珠
の
よ
う
に

澄
む
ソ
プ
ラ
ノ

フ
ァ
ン
・
ス
ミ

米
で
デ
ビ
ュ
ー

韓
国
人
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の

フ
ァ
ン
・
ス
ミ
（
２８
）
が
米

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
	
Ｃ
	
の
美

術
館
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
音
楽
ホ
ー
ル

で
２
日
、
全
米
デ
ビ
ュ
ー
の

ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙

は
「
叙
情
的
な
声
が
真
珠
の

よ
う
に
澄
ん
で
お
り
、
音
程

が
正
確
」
と
紹
介
し
た
。

５
月
に
世
界
の
３
大
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
の
一
つ
「
エ
リ

ザ
ベ
ー
ト
王
妃
国
際
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
」
声
楽
部
門
で
優

勝
し
、
国
際
的
に
実
力
を
認

め
ら
れ
た
。

北
韓
の
ス
パ
イ
集
団
一
家(C

)2013
K

I

M
kl−

duk
F

ilm
.A

llR
ights

R
eserved.

◆２０１４年定期公演シリーズＰａｒ
ｔ６「李昌燮―サムルノリ」

１２月５日。韓国
文化院ハンマダン
ホール（東京・新
宿区）。１９時開演。
申し込みは同院ホ
ームページ「イベ
ント応募コーナ
ー」、ＦＡＸ、往
復はがきのいずれ
か。定員３００人。１９
日締切。

李さん
写真
は１９９６年、サム
ルノリ創始者の一人、李光壽さん
が創設した民族音楽院に入団後、
韓国や海外の公演で経験を積む。

日本全国でサムルノリ・ワークシ
ョップも開催。一般社団法人民族
音楽院の代表理事も務める。

出演は同院の教室に通う生徒を
はじめ、韓国から李光壽さん（同
院院長）、朴善英さん（コムンゴ）、
在日の卞仁子さん（韓国舞踊）ら。

問い合わせは韓国文化院（０３・
３３５７・５９７０）。

◆年末特別企画「インチェロ ｗ
ｉｔｈ バラダン スペシャル・
コンサート」

２７日。韓国文化院ハンマダンホ
ール（東京・新宿区）。１９時開演。
同院ホームページ「イベント応募
コーナー」、ＦＡＸ、往復はがき
で申し込み。定員３００人。９日締切。

クラシックからポップスまで、
ジャンルを越えた歌が魅力の男性
４人組クラシカル・クロスオーバ
ーアンサンブル「インチェロ」と、
韓流ドラマのＯＳＴを生演奏して
いる「バラダン」の初めてのコラ
ボレーション。

問い合わせは同院（０３・３３５７・
５９７０）。

◆故全日根茶碗展
１９～２３日。骨董＆ギャラリー「川

口美術」（京都・左京区）。１１～１８
時開廊。月・火曜日休廊。

２０１１年に亡くなった全さんが手
がけた茶碗約５０点を披露する。

問い合わせは川口美術（０７５・７８１
・３５１１）。

純純
貞貞
孝孝
皇皇
后后
のの
寝寝
室室
もも
復復
元元

徳
寿
宮
石
造
殿
が
歴
史
館
に

金
銅
官
帽
や
冠
飾

慶
北
義
城
の
古
墳
群
か
ら
大
量
に

「
冬
ソ
ナ
」よ
り
先
に
ブ
ー
ム

ふふ
たた
つつ
のの
祖祖
国国
、、ひひ
とと
つつ
のの
愛愛

～～
イイ
・・
ジジ
ュュ
ンン
ソソ
ププ
のの
妻妻
～～

「
一
筋
ね
」
貫
く
思
い

夭
折
の
画
家
と
日
本
人
妻
の
今

レレ
ッッ
ドド
・・
フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー自壊する北スパイ「一家」

南の本物に憧れて

韓日の激動を生き抜いて

分断背景に「家族」を問う

（６）２０１４年１１月５日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２７９３号
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